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令和３年第２回豊頃町議会定例会会議録（第１号） 
令和３年６月９日（水曜日）    

 

◎議事日程 

日程第 １    会議録署名議員の指名 

日程第 ２    会期の決定 

日程第 ３  委員会報告第２号  議会運営委員会所掌事務調査結果報告 

日程第 ４  報 告 第 １ 号  繰越明許費繰越計算書 

（令和２年度豊頃町一般会計予算） 

日程第 ５    令和３年度町政執行方針及び教育行政執行方針の

説明 

日程第 ６ 

 

 承 認 第 ６ 号  専決処分の承認 

（令和３年度豊頃町一般会計補正予算（第２号）） 

日程第 ７  議 案 第 ２ ４ 号  令和３年度豊頃町一般会計補正予算（第３号） 

日程第 ８  議 案 第 ２ ５ 号  令和３年度豊頃町医療施設特別会計補正予算（第

１号） 

日程第 ９  議 案 第 ２ ６ 号  令和３年度豊頃町簡易水道特別会計補正予算（第

１号） 

日程第１０  議 案 第 ２ ７ 号  令和３年度豊頃町公共下水道特別会計補正予算

（第１号） 

日程第１１  議 案 第 ２ ８ 号  豊頃町外通勤者助成金交付条例の一部改正 

日程第１２  議 案 第 ２ ９ 号  豊頃町介護保険条例の一部改正 

日程第１３  議 案 第 ３ ０ 号  豊頃町立豊頃医院条例の一部改正 

日程第１４  議 案 第 ３ １ 号  豊頃町立大津診療所条例の一部改正 

日程第１５  議 案 第 ３ ２ 号  物品の取得 

日程第１６  同 意 案 第 ４ 号  豊頃町副町長の選任 

日程第１７    陳情の委員会付託 

日程第１８    休会の議決 
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  午前１０時００分 開会 

       ◎ 開会宣告 

●藤田議長 ただいまから、令和３年第２回豊頃町議会定例会を開会します。 

 

       ◎ 開議宣告 

●藤田議長 これから、本日の会議を開きます。 

 本日の議事日程は、お手元に配付のとおりです。 

 

       ◎ 諸般の報告 

●藤田議長 議事に入る前に、諸般の報告を行います。 

 事務局長に諸般の報告をさせます。 

 山田事務局長。 

●山田事務局長 諸般の報告を申し上げます。 

 議会事務局報告につきましては、お手元に配付のとおりでございます。 

 次に、監査委員より令和３年２月から令和３年４月までの例月現金出納検査報告書

の提出がありました。なお、報告書はお手元に配付のとおりであります。 

 また、教育委員会より令和２年度豊頃町教育事務執行の点検・評価報告書の提出が

ありました。報告書につきましては、お手元に配付のとおりでありますので、御覧を

いただきたいと思います。 

 以上であります。 

●藤田議長 これで、諸般の報告を終わります。 

 

       ◎ 行政報告 

●藤田議長 次に、町長から行政報告の申出がありましたので、これを許します。 

 按田町長。 

●按田町長 令和３年第２回豊頃町議会定例会行政報告を申し上げます。 

 まず一つ目です。 

 ４月３０日の大雨被害状況についてです。 

 ４月３０日の雨は、同月１７日から１８日にかけての強雨による被害に加え、新た

な被害を発生させたことが、公共施設等の状況調査において確認されました。 

 降雨に関して累積雨量では、二宮構造改善センター内観測点で８８ミリメートル、

また、最大時間雨量１４ミリメートルを記録する強雨となり、町道の法面決壊、側溝

埋塞などが５路線、河川の土砂堆積などが７河川、明渠排水の土砂堆積などが７箇所

の被害がありました。 
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 これらの復旧補修については、本日提案させていただく補正予算において予算化さ

せていただき、災害復旧に取り組んで参りたいと考えておりますので、よろしくご審

議をお願いいたします。 

 次、二つ目です。 

 新型コロナウイルス感染拡大による緊急事態宣言への対応についてでございます。 

 新型コロナウイルス感染の急速な拡大にともない、５月１６日から５月３１日まで

北海道においても緊急事態宣言が発令されましたが、新規感染者の減少が思わしくな

く、６月２０日まで延長されており、不要不急の移動の制限や飲食店等への営業時間

の短縮、また、各自治体に公共施設等の休館及び開館時間の短縮の要請がされまし

た。 

 本町においてはこの要請を受け、町民の健康・安全を最優先に考え、５月１７日か

ら「える夢館」や「総合体育館」など主要な公共施設を休館するなどの措置を講じて

いるところであります。 

 また、時短営業等を余儀なくされた飲食店を支援するため、緊急飲食業支援対策事

業補助金として予算を専決させていただき、５月２５日に町商工会を通じ対象事業者

に交付を終えているところです。 

 町民の皆様にはご不便をおかけしているところですが、ご理解とご協力をお願いい

たします。 

 三つ目ですが、新型コロナウイルスワクチン接種の進捗状況についてです。 

 新型コロナウイルスワクチン接種の進捗状況については、５月２８日までに計５日

間実施し、７５歳以上の高齢者１７２人、施設従事者８０人、医療従事者等８人に１

回目の接種を実施しております。 

 ７５歳以上の方につきましては、約９０％の方が予約受付を済まされ、６月下旬ま

でに１回目の接種を受けられる予定となっています。 

 次に、７０歳から７４歳までの方につきましては６月２日に接種券を送付し、６月

８日から予約受付を開始しており、接種は６月下旬から、６５歳から６９歳までの方

には、６月１０日に接種券を送付し、６月１５日から予約受付を開始し、接種は７月

上旬開始の予定となっております。 

 これに伴うワクチン接種体制につきましては、これまでの保健センター、大津地域

コミュニティセンター会場に加え、７月からは町立豊頃医院においても接種を行うこ

とといたしました。 

 また、保健センター会場では、新たに医師を確保し、日曜日にも接種日を設けて実

施いたします。これにより、６５歳以上の高齢者につきましては、国の示す７月末日

までに接種を完了できる見込みとなりました。 
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 なお、６５歳未満の方につきましても、基礎疾患をお持ちの方から優先的に受付を

開始し、８月末までには希望する全ての方の接種を完了できるよう準備を進めており

ます。 

 最後になります。 

 政策参与の委嘱についてでございます。 

 現在本町では、次世代を担う子どもたちが安心して健やかに育つことができる社会

を実現し、将来にわたって持続可能な地域形成を目指して地域創生に向けた取り組み

を推進しているところですが、町が直面する様々な課題に対して、専門的な立場から

政策的な助言や提言、関係機関への橋渡しを担っていただく役割として、非常勤特別

職に「政策参与」を設けさせていただき、地方創生の加速化を図ります。 

 以上、ご報告申し上げます。 

●藤田議長 これで、行政報告は終わりました。 

 

       ◎ 会議録署名議員の指名 

●藤田議長 日程第１ 会議録署名議員の指名を行います。 

 会議録署名議員は、会議規則第１２５条の規定によって、３番坂口尚示議員及び４

番岩井明議員を指名します。 

 

       ◎ 会期の決定 

●藤田議長 日程第２ 会期の決定の件を議題とします。 

 お諮りします。 

 本定例会の会期は、本日から６月１８日までの１０日間にしたいと思います。 

 御異議ありませんか。 

（ 異 議 な し ） 

●藤田議長 異議なしと認めます。 

 したがって、本定例会の会期は、６月１８日までの１０日間に決定しました。 

 

       ◎ 委員会報告第２号 

●藤田議長 日程第３ 委員会報告第２号議会運営委員会所掌事務調査結果報告の件

を議題とします。 

 本件について、委員長の報告を求めます。 

 大崎議会運営委員長。 

●大崎議会運営委員長 委員会報告第２号議会運営委員会所掌事務調査結果報告書。 

 本委員会の所掌事務について、調査の結果を次のとおり、会議規則第７７条の規定
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により報告します。 

 記。 

 １、調査事件。 

 (１)令和３年第２回豊頃町議会定例会の議会運営に関する事項。 

 ２、調査期日。 

 令和３年６月４日。 

 ３、調査の経過。 

 (１)令和３年第２回豊頃町議会定例会の議会運営に関する事項。 

 令和３年６月２日招集告示のあった令和３年第２回豊頃町議会定例会の議会運営に

関する事項について、同月４日に委員会を開催し、会期及び会期日程等について協議

を行った。 

 ４、調査の結果。 

 (１)令和３年第２回豊頃町議会定例会の議会運営に関する事項。 

 ア、会期及び会期日程等については、６月１８日を会期最終日とすることとして日

程を調整した。 

 イ、系統議長会等からの意見書の提出要請については、令和３年第１回定例会閉会

後に受理したものは１件であり、本町議会の運営基準に基づき、所管の委員会へ付託

することなく産業厚生常任委員長が提出者となり、他の委員が賛成者となって、定例

会２日目に意見書案を提出するものとした。 

 ウ、陳情書の取り扱いについては、令和３年第１回定例会閉会後に受理したものは

４件であり、本町議会の運営基準に基づき、所管の総務文教常任委員会に付託すべき

もの２件、産業厚生常任委員会に付託すべきもの１件、その他１件については議員配

付にとどめるものとした。 

 エ、所管事務調査等のための各常任委員会開催については、定例会初日の６月９日

に開催するよう日程を調整した。 

 オ、同意案第４号（豊頃町副町長の選任）については、議会運営基準に基づき、討

論を省略し、無記名投票で採決することとした。 

 カ、豊頃町議会会議規則の一部改正を議会運営基準に基づき、議員発議により定例

会２日目に提案することとした。 

 キ、新型コロナウイルス感染症拡大防止対策として、議場内の各席に飛沫防止用ア

クリル板を設置するとともに、議場入場時における手指のアルコール消毒、議場内で

のマスクの着用を取り進めることとした。 

 以上であります。 

●藤田議長 これから、質疑を行います。質疑はありませんか。 
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（ 質 疑 な し ） 

●藤田議長 質疑なしと認めます。 

 したがって、委員会報告第２号は報告済みとします。 

 

       ◎ 報告第１号 

●藤田議長 日程第４ 報告第１号繰越明許費繰越計算書についてを議題とします。 

 本件について、報告を求めます。 

 熊谷総務課長。 

●熊谷総務課長 議案書１５ページをお開きください。 

 報告第１号繰越明許費繰越計算書（令和２年度豊頃町一般会計予算）について説明

いたします。 

 令和２年度豊頃町一般会計予算における翌年度に繰り越して使用することのできる

繰越明許費につきましては、令和２年第３回議会定例会及び令和３年第１回議会定例

会において可決いただいておりますが、令和３年５月３１日、令和２年度豊頃町一般

会計繰越明許費繰越計算書のとおり調整しましたので、地方自治法施行令第１４６条

第２項の規定に基づき報告いたします。 

 繰越計算書の内容については、１６ページを御覧ください。 

 ２款総務費において戸籍住民基本台帳システム改修事業、４款衛生費において新型

コロナウイルスワクチン接種体制確保事業費、５款農林水産業費において道営事業

費、７款土木費において大型遊具製造設置工事、９款教育費において中学校改築等工

事実施設計委託業務など２事業、計６事業、１億９,２５９万６,０００円を翌年度に

繰り越すものであります。 

 以上、報告いたします。 

●藤田議長 報告第１号繰越明許費繰越計算書についてを審議します。 

 これから、質疑を行います。質疑はありませんか。 

（ 質 疑 な し ） 

●藤田議長 質疑なしと認めます。 

 したがって、報告第１号は報告済みとします。 

 

       ◎ 令和３年度町政執行方針及び教育行政執行方針 

●藤田議長 日程第５ 令和３年度町政執行方針及び教育行政執行方針についての説

明を求めます。 

 初めに、令和３年度町政執行方針について、説明を求めます。 

 按田町長。 
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●按田町長 私は４月の豊頃町長選挙におきまして、町民の皆様のご支持、ご支援を

いただき、豊頃町長に就任いたしました。 

 世界に猛威を振るい、いまだ終息が見通せない新型コロナウイルス感染症対策や異

常気象による大災害からの復旧復興など、現下の厳しい社会情勢の中で、私に託され

た町政の責任の重さに身のひきしまる思いです。 

 今日、地方自治体は、住民の安全安心を守るという基本の在り方が問われています

が、皆様からの期待に応えるべく、町職員として町行政に携わった経験を生かし、豊

頃町の町づくりの基本理念である報徳のおしえを基盤として、町民の皆様との対話を

大切に、やさしさと躍動のふれ愛タウン実現に全力で邁進する決意です。 

 ここに、令和３年豊頃町議会第２回定例会開会にあたり、町政執行の基本的な考え

方を申し述べ、町議会はじめ町民の皆様のご理解ご協力をお願いする次第です。 

 続きまして２番目、私の町政執行の基本姿勢でございます。 

 豊頃町の歴史は、大津が江戸時代後半に蝦夷地通行の要として、明治期に十勝入植

の玄関口として栄え、以来多くの先人が開拓定住し、幾多の苦難を乗り越え、弛まな

い努力によって１４０年を超える発展に至っています。 

 こうした気概をもとに、丹精込めて造り上げた肥沃な大地と豊かな海は、我が町の

かけがえのない大きな財産であり、同時に、私達は開拓の偉業を成し遂げた先人に感

謝を捧げるとともに、これからの町づくりを皆様とともに語り合い、しっかりと継承

していかなければならないと思います。 

 今日、社会構造や財政構造が大きく変革する中で、少子・高齢、過疎、財政の逼迫

化などの課題が山積し、町民生活に密着する町の果たす役割は、ますます大きく広く

なっています。 

 私は、こうした時代であるからこそ、一人でも多くの皆さんのお話を伺い、安心し

て暮らし続けられるよう、我が町の将来像を示し、確かな展望を持ちながら英知を出

し合い、そして我が町に生まれ、育ち、働くことに誇りと自信を持てる町づくりを力

強く推進してまいります。 

 以上が、町政に臨む私の基本姿勢であります。 

 次に、主要な施策の推進について申し上げます。 

 まず一つ目ですが、「快適で魅力あるまちづくり」でございます。 

 少子高齢化、過疎化など本町の現状を踏まえ、町民の生活基盤の向上に努め、安心

・安全に暮らせるまちづくりを推進してまいります。 

 はじめに、道路網の整備については、年度別事業計画に基づき主要な幹線道路等の

改良舗装を進めてきたところであります。本年度においては幌岡第３幹線、統内１６

線、北栄１７連絡線の改良舗装、茂岩高台線ロードヒーティング改修及び長寿命化計
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画に基づく橋梁２橋の補修を継続して実施してまいります。 

 また、住民の生活や産業活動に支障を来たすことがないよう、舗装路面の補修、冬

季間の除排雪など、引き続き適切な維持管理に努めてまいります。 

 次に、町民の足として１２年目を迎えるコミュニティバスは、地域住民に密着した

地域公共交通として利用者数も増加し、通学便や物産直売所乗入れ便は、定員を上回

ることもあり、昨年度１４人乗りバスへ車両を更新し、解消に努めているところで

す。今後も利用者のニーズに柔軟に対応しながら利便性の向上に努めてまいります。 

 また、農村部の高齢者がより安全に通院できるよう、患者輸送専用車として補助ス

テップ付きのワゴン車を購入するなど、通院の足の確保に努めてまいります。 

 次に、消防・防災対策については、潮位計の機器更新に向けた実施設計業務の実

施、消防救急搬送時の感染防止資機材及び災害時の集団感染予防テントの購入、ま

た、感染症対応型の避難所運営マニュアル及び業務継続計画（ＢＣＰ）の作成など、

コロナ禍の中でも着実に防災対策と消防力の充実・強化を図ってまいります。 

 交通安全対策については、交通事故のない安全で安心して暮らすことができる社会

の実現は私たちの願いであります。本町では、第１０次豊頃町交通安全計画に基づ

き、期別ごとの交通安全運動を展開しているところであり、今後も各関係機関と連携

しながら粘り強く交通安全対策に取り組んでまいります。 

 防犯対策については、近年多発する特殊詐欺やインターネットを利用した犯罪な

ど、様々な被害を未然に防止するため、広報紙等による情報提供と啓発に努めるとと

もに、振込め詐欺や迷惑電話等に抑止効果のある電話録音装置の設置推進など、関係

機関と協力しながら積極的に取り組んでまいります。 

 住宅環境の整備については、ドリームタウン団地・パートナータウン団地及び大津

港町団地の屋根外装塗装などの個別改善事業により住宅の長寿命化を図ります。ま

た、豊頃南町Ａ団地に１棟３戸の町営住宅を整備し、町民が安心して暮らせる住環境

の整備に努めてまいります。 

 次に、簡易水道事業については、茂岩簡易水道基幹的施設改良事業で統内地区及び

長節地区の老朽化した配水管の更新工事を実施し、安全な水道水の安定供給に努めて

まいります。 

 また、公共下水道については、下水道施設長寿命化計画に基づき茂岩下水浄化セン

ターの曝気装置及び運転制御設備の更新工事を実施するとともに、下水道区域以外を

対象とする合併処理浄化槽設置についても継続して助成してまいります。 

 廃棄物の処理と環境保全対策については、一般廃棄物は本町の処理基本計画に基づ

き十勝圏複合事務組合に加盟し、中間処理及び最終処分を適正かつ計画的に行ってお

ります。 
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 また、資源ごみの搬出促進を目的に、行政区や各種団体等を対象に実施している資

源ごみ集団回収活動助成事業を今後も積極的に推進し、ごみの減量化とリサイクルを

主とした循環型社会の構築を推進してまいります。 

 次に、公園緑地の整備については、子どもプラザ運動場に大型遊具を整備し、利用

者の増進と利便性の向上を図るとともに、児童公園の遊具点検整備など、安全で快適

な利用ができるよう適切な維持管理に努めてまいります。 

 次に、移住・定住対策として、町外への人口流出を抑制のため、住宅取得者に対す

る助成や、町外通勤者に対する助成などを継続してまいります。 

 また、進学を機に本町から離れていった子どもたちが、将来本町に戻りやすい環境

（Ｕターン支援）を整備するとともに、前年度１棟４戸建設されました定住促進賃貸

住宅も満室になっていることから、今後の入居見込み状況を考慮しながら事業の検討

を進め、新たに茂岩栄町町有地（旧茂岩保育所跡地）を宅地として分譲する予定であ

り、住環境の整備を推進し、今後も定住促進に努めてまいります。 

 続きまして、「豊かな資源を活かしたまちづくり」でございます。 

 先般、国においては「農林水産業・地域の活力創造プラン」を策定し、「強い農林

水産業」、「美しく活力ある農山漁村」の実現に向けた施策を展開しており、これら

施策と連動しながら、農林水産業が抱える課題に取り組む必要があり、特に畑作にお

いては湿害に強い農業の確立が重要であります。 

そのため、道営土地改良事業や緊急農地基盤整備事業などの土地基盤整備を継続的

に実施するとともに、農地の面的集積による農業経営の安定化を図るため、農業振興

地域整備計画に基づく優良農地の確保と有効利用を促進してまいります。 

 畜産業については、畜産基盤の整備を図るための公社営事業畜産担い手育成総合整

備事業を継続して実施するとともに、畜産の収益性の向上を図るための畜産・酪農収

益力強化整備事業も引き続き取り組み、畜産経営の維持・安定に努めてまいります。

また、家畜伝染病対策についても、関係機関と連携しながら引き続き強化していくこ

ととします。 

 漁業については、主要漁業であるサケ定置漁業において近年極端な不振が続いてお

り、関係機関による不漁原因の究明とともに、孵化放流事業の強化が求められている

ことから、秋サケ増殖事業等の資源増大事業に対し積極的に取組み、早期の漁獲の回

復に支援してまいります。 

 併せて、北海道による大型魚礁整備に係る広域漁場整備事業、大津漁協による種苗

中間育成事業等を継続的に取り組むことにより、前浜資源維持増大、永続的な水産業

の振興に努めてまいります。 

 また、大津漁港の整備を継続的に国に要請し、先の津波被害軽減を想定した防災・



－ 11 － 

減災対策施設の早期完成を実現するとともに、関連整備を一層進め、安心安全な操業

体制の確立を目指します。 

 林業振興については、水源のかん養や地球温暖化の防止など多面的機能を有する森

林が、本町の農業・漁業においても重要な役割を担っていることから、豊かな森づく

り推進事業や産業振興事業により、積極的に民有林の造林を奨励してまいります。 

 また、町有林においても、造林や保育、皆伐事業などを計画的に実施するととも

に、森林整備に直結する林道整備事業を継続して実施し、エゾシカなどによる農林業

被害対策については、猟友会の協力を得ながら、有害鳥獣駆除及びエゾシカの一斉駆

除を積極的に展開し、被害の抑制に努めてまいります。 

 次に、商工業の振興につきましては、地域経済の活性化と消費喚起を積極的に図る

ため、プレミアム付商品券発行事業を継続するとともに、新型コロナウイルス感染拡

大の影響を受け低迷している地域経済の活性化を図るためプレミア率の引き上げを実

施します。 

 また、昨年１２月にオープンしたセイコーマートが商店街の活性化に繋がってお

り、今後は、地域の実情やニーズに応じて充実した商店街になるよう商工会と協力し

て取り組んでまいります。 

 次に、これまで実践してまいりました「互産互生」事業につきまして、静岡県掛川

市や茨城県筑西市との交流を基軸とし、さらに関係自治体へとそのネットワークを広

げつつ、本年度も事業拡大を模索してまいります。 

 次に、地域経済の活性化、観光振興、人的交流の推進など地域における構造的な課

題解決のために設立した地域商社は、まちなか活性化拠点施設（ココロコテラス）を

活動拠点として「とよころ創生」実現のため、新たに事務局長を迎え、運営体制を整

備し事業の充実と採算を鑑み取り組んでまいります。 

 また、本町の観光で全国的に知名度を持った「ジュエリーアイス」は、毎年訪れる

多くの観光客に対応するため休憩所兼トイレを新設し、各種メディアによる紹介や

町、観光協会などの積極的なＰＲを推進し、北海道を代表する冬の観光地として認知

されるよう努めるとともに、地域住民の生活環境にも影響を及ぼしている駐車違反、

騒音等に対し、持続的に観光客を受け入れることができるよう対策をしてまいりま

す。 

 続きまして、「躍動感あふれる人づくり」でございます。 

 「報徳のおしえ」を基盤とした人づくりを推進するため、生涯にわたって学び続け

られる教育環境の整備・充実を図ってまいります。 

 はじめに、学校教育の充実と生涯学習の推進については、小・中学校が一貫して

「報徳のおしえ」を系統的に学び、逞しく生きていく力を育む「確かな学力」、「豊
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かな心」、「健やかな体」の調和を重視した教育の推進と町民一人ひとりが生涯にわ

たって学び続け、生きがいを持って充実した生活を送ることができるよう、文化・ス

ポーツの振興など生涯学習の充実のため、総合教育会議を通じ教育委員会と連携して

教育行政を推進してまいります。 

 次に、姉妹都市との交流については、町交流協議会と連携しながら積極的に取り組

んでいるところでありますが、本年度は新型コロナウイルス感染症の蔓延により、小

学生を対象とする相馬市・滑川市との少年親善使節団の交流及びカナダ国・サマーラ

ンド市と姉妹都市盟約締結２５周年を記念した訪問が中止となっており、今後はコロ

ナ禍での新しい交流の試みとしてインターネットを活用したオンライン交流など多様

な交流の方法を検討してまいります。 

 本町では人口減少・高齢化により、地域づくりの担い手不足という課題に直面して

います。地域での変化を生み出す地域外からの交流の入り口を増やし、町が取り組む

地方創生を加速化させるため、東京学芸大学と知的資源、人的資源等の相互活用を図

るため連携協定を締結し、地域と関わる「関係人口」の拡大を目指します。 

 次に、「健康で心ふれあうまちづくり」でございます。 

 全ての町民が健康で安心して暮らすための保健・医療サービスの向上、子育て環境

の充実を図るとともに、「第１期豊頃町地域福祉計画」に基づき、今後の地域福祉を

総合的かつ効果的に推進してまいります。 

 はじめに、子育て支援については、少子・核家族化や人間関係の希薄化が進む中、

次世代を担う豊頃の子どもたちが生き生きと健やかに育ってもらうことが町民の願い

であり、本町では、「第２期子ども・子育て支援事業計画」に基づき、「こどもプラ

ザとよころ」を核として、きめ細やかな切れ目のない子育て支援施策を展開してまい

ります。 

 保育については、保育所・学童保育所の機能及び質の向上に努め、適切な支援を行

うことができる体制を確保し、新型コロナウイルス感染拡大防止対策の一環として保

育室・遊戯室にエアコンの設置、玩具用殺菌庫購入、及び屋内消火栓ポンプ本体交換

工事の予算を計上し、安心・安全な保育環境を図ってまいります。 

 子育て支援センターにおいては、妊娠・出産・養育期において、母親が抱く育児・

発達への不安や孤立感の解消のため、仲間づくりや交流、相談の場を提供し、産後７

か月未満の産婦の心身の不調や育児不安の軽減を図るため、日帰り型デイサービスで

ある産後ケア事業を継続するなど安心して子育てができるよう関係機関・部署と連携

を一層強化するとともに、子育て世代のニーズに対応するため、一時保育、ファミ

リー・サポート事業を実施し、子育て支援の充実を図ってまいります。 

 また、「ことばの教室」の機能を検討し、支援が必要な児童の特性に応じた専門的
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な支援と相談を実施するための支援体制の充実を図ってまいります。 

 更に、不妊治療、妊婦健診費用及び不育症治療への助成を引き続き実施するととも

に、高校修了までの医療費無料化や新生児に対する聴覚検査の公費負担を継続し、子

育て世代に対する経済的な負担の軽減を図っていくとともに、少子化対策及び定住促

進対策として、小学校入学祝金、出産祝金、健全育成支援金及び保育所通所支援金の

支給を継続し、次代を担う子どもたちの健全な育成と子育て世代の定住促進に取り組

んでまいります。 

 保健事業については、町民の健診記録などを健康管理システムで管理し、健康管理

を適切に行うとともに、疾病の早期発見・健康維持の観点から各種健康診断を継続し

て実施してまいります。 

 また、町民の健診や各種保健事業に対する関心を高めるための普及、啓発事業によ

り、特定健診の受診率は令和元年度において５７パーセントと、全道でも１９番目に

高い受診率を達成しております。新型コロナウイルス感染症拡大を受け、昨年度から

受診率が減少しておりますが、今後も町民自らが主体的な健康づくりを推進するとと

もに、医療費の抑制が図られるよう、引き続き事業を推進してまいります。 

 地域福祉の推進につきましては、子どもから高齢者、障がい者が住み慣れた地域に

おいて、健康で安心して暮らせる福祉のまちづくりを目指して、各種施策を着実に実

行してまいります。 

 また、様々な職種の関係者が協働して、個別支援のあり方と地域課題の検討を行う

地域ケア会議を引き続き開催し、地域包括ケアシステムの取り組みを推進してまいり

ます。 

 更に、本町の福祉ゾーンの中核的施設となっている福祉活動拠点施設「ひだまり交

流館」は、子どもから高齢者まで幅広い世代の利用が定着しており、世代を超えた交

流の場として、また、社会福祉協議会が中心となった具体的な福祉活動を実践する場

として、引き続き有効利用を図ってまいります。 

 次に、高齢者対策ですが、本町の高齢化は依然として高く、高齢化率は本年４月末

で３９.５パーセントとなっております。 

 このような状況の中、高齢者が自立し、生き生きとした生活を送ることができるよ

う、「第８期高齢者保健福祉計画、介護保険事業計画」に基づき、医療、介護、介護

予防、生活支援等の各種サービスを関係機関と連携しながら推進してまいります。 

 介護事業については、事業者との連携を強化し、サービス提供体制の更なる充実を

図ってまいります。また、要介護や要支援状態になることを抑制するため、地域支援

事業により多様なサービスを創設・提供してまいります。 

 更に、高齢者の生活を地域で支えるため、生活支援体制整備事業に取り組むほか、



－ 14 － 

「認知症初期集中支援チーム」を活用し、認知症の人やその家族を集中的に支援する

とともに、各種見守りなどの事業を継続して実施してまいります。 

 特別養護老人ホームとよころ荘については建築後３８年が経過し、老朽化が激しい

ことから豊頃愛生協会が施設の改築を進めており、高齢者が安心して暮らせるための

施設として必要であることから、その改修費に補助をしてまいります。 

 障がい者福祉については、第４期障がい者計画・第６期障がい福祉計画及び第２期

障がい児福祉計画に基づき、すべての障がい者が安心して地域社会で生活できるよ

う、障がい者を地域全体で支えるシステムを関係団体と連携して進めてまいります。 

 国民健康保険事業につきましては、平成３０年の４月から都道府県単位化により、

財政運営の安定化を図るため、北海道が中心的な役割を担い運営されていますが、当

初から懸念されておりました単位化による国保税の上昇は、基金等からの繰り入れに

より、抑えることができております。 

今後、税率改正等の負担の在り方を検討するとともに、「北海道クラウド」を活用

し事務処理標準システム機能の強化を図り、窓口でのスムーズな応対をしてまいりま

す。 

 猛威を振るう新型コロナウイルス感染症対策としては、町内での感染拡大を防止す

るとともに、感染により重症化が懸念される高齢者や基礎疾患を有する方等の安心・

安全の確保のため、自主的なＰＣＲ検査に対する検査費用に助成してまいります。 

 また、重篤疾病予防対策として、各種予防接種費用の助成などを継続いたします。 

 最後に、「みんなが力を合わせるまちづくり」でございます。 

 今日まで積み重ねてきた協働のまちづくりを更に発展させ、町民と行政が共に支え

合うまちづくりを推進してまいります。 

 協働のまちづくりにつきましては、事業開始から１０年が経過する協働のまちづく

り地域提案支援事業を活用し、各地域づくり協議会や行政区をはじめとする団体によ

り、毎年多くの自主活動が進められております。 

今後も地域の実情に沿った支援事業を推進いたします。 

 次に、行財政の運営については、第７次豊頃町行政改革大綱に基づき、効率的な事

務事業の実施及び時代に即した行政機構の整備、広域的な行政体制の連携を加速さ

せ、今後、人口減少等による税収をはじめ地方交付税といった財源の増加が見込めな

い中、限られた財源を最大限まちづくりに活かすため、職員の意識改革を図りながら

行財政改革を進めてまいります。 

 また、限られた貴重な自主財源である町税の収納率向上を図るため、悪質滞納者に

は給与、預貯金等の差し押さえや十勝市町村税滞納整理機構への徴収委託など適正な

対策を講じ、納税意識の高揚に努めてまいります。 
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 以上、令和３年度の町政推進にあたっての一端を申し述べさせていただきました

が、具体的な事業内容及び予算については、議案として提案の際にご説明申し上げま

す。 

 私は先人の逞しい開拓精神によって拓かれた我が町が、次代を担う子どもたちへと

引き継がれるとき、郷土を愛する心を持ち、生き生きと働き続けられる町であるよ

う、「あたたかい 心がかよう 豊頃（まち）」の実現に向け、全力で取り組む所存

であります。 

 議員各位をはじめ、町民の皆様のご理解とご協力を心からお願い申し上げ町政執行

方針といたします。 

●藤田議長 １１時まで休憩いたします。 

午前１０時５０分 休憩 

午前１１時００分 再開 

●藤田議長 休憩前に引き続き、会議を進めます。 

 次に、令和３年度教育行政執行方針について説明を求めます。 

 中川教育長。 

●中川教育長 私は先の豊頃町議会臨時会で皆様の同意を賜り、豊頃町教育長を拝命

いたしました。 

 近年の急速な少子・高齢化や生産年齢人口の減少、情報通信技術の高度化に伴うＳ

ｏｃｉｅｔｙ（ソサエティ）５.０の到来、新型コロナウイルス感染症の克服など、

生活や社会の劇的な変化への対応が求められる中、本町が将来にわたって発展し、豊

かな社会を実現していくためには、誰もが安心して質の高い教育を受け、いつまでも

学び続けられる環境を整えていくことが大切であります。 

 また、未来を担っていく無限の可能性を秘めた子どもたちが、幸福な人生とよりよ

い社会の創り手となる力を身に付けるため、学校、家庭、地域との緊密な連携の下、

規範意識や自他の生命の尊重、自尊感情、他者への思いやりなどの道徳性を養うとと

もに、ふるさとへの誇りと愛着を持ち、自らの可能性を発揮し未来に向かって逞しく

生きぬいていく力を支える「知・徳・体」の調和を重視した教育を推進することが重

要であります。 

 町民一人ひとりが主体的に社会に関わり、生きがいを持って充実した生活を送るこ

とができるよう、本町の教育目標であります「報徳のおしえをうけつぎ いきいきと

輝く 町民をめざして」の実現に向け、次の教育施策を推進してまいります。本町教

育の更なる充実のために誠心誠意、努力してまいる覚悟ですので、町議会をはじめ町

民皆様のご理解とご協力をお願い申し上げます。 

 １、教育環境の整備充実。 
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 豊頃中学校等改築事業につきましては、総合教育会議の中でも本町の教育振興の重

点的施策として町長と協議を重ねながら取り進めてきたところですが、今年度は実施

設計を完了し、工事に着手してまいります。 

 児童生徒が減少する本町の学校教育環境において、中学校校舎・体育館の改築に併

せて、小中連携、その先にある小中一貫教育を効果的かつ効率的に展開できる学校施

設の実現を目指してまいります。 

 また、保護者に対する教育費負担軽減のため、小学校入学祝金、小中学校等修学旅

行費交付金、高等学校等就学助成金事業等を継続するとともに、新たな事業として、

児童生徒の英語検定等への受検機会の拡大と学力向上を図ることを目的に、検定受験

料助成事業を実施してまいります。 

 学習施設においては、町民の文化・スポーツ活動の拠点施設であるえる夢館や図書

館、総合体育館等について、設備の充実を図るとともに、新型コロナウイルス感染症

に対応した整備を進める等、魅力ある施設づくりと安心・安全に配慮した施設運営に

努めてまいります。 

 ２、学力向上、豊かな心と健やかな体の育成。 

 新型コロナウイルス感染症対策が続く中、学校における新しい生活様式の実践に向

けた、きめ細やかな指導・助言、保健衛生用品の整備、オンラインを活用した学習の

充実などを通して、いかなる状況においても継続した学びを保障できるよう全力を尽

くします。 

 （１）今年度実施された全国学力・学習状況調査の結果を踏まえた上で、今後も学

習規律の定着と基礎的・基本的な学習内容の確実な習得に努めるとともに、昨年度、

国のＧＩＧＡスクール構想により整備した全児童生徒に１人１台のタブレットを活用

した授業を積極的に取り入れ、あわせて国のデジタル教科書の先行実施検証を行いな

がら、児童生徒の学ぶ意欲を高めてまいります。 

 また、町教育研究所が作成した「家庭学習の手引き」を活用し、学習の仕方や学習

習慣が身につくよう、家庭と連携を図りながら取り組んでまいります。 

 （２）児童生徒の豊かな心と規範意識の育成を目的に教科化された道徳の授業にお

いて、小学生では生きる上で基盤となる道徳的価値観の形成を図る指導を徹底すると

ともに、自己の生き方についての指導を充実します。中学生は思春期の特性を考慮

し、社会とのかかわりを踏まえ、人間としての生き方を見つめさせる指導を充実する

とともに、「子ども報徳訓」の実践に努め、郷土に対する誇りと愛着心を育む郷土学

習や職業体験、ボランティア活動を通して様々な人たちとふれ合い、互いに支え合い

ながら、自らの生き方を主体的に考えることができる力を育む活動を推進してまいり

ます。 
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 （３）児童生徒の体力向上に向けた取り組みとして、子どもの日常生活の場となる

学校、家庭、地域社会が連携して、体力の向上や運動習慣の改善・定着化、望ましい

生活習慣の育成が必要となります。体力向上は健康維持のほか、意欲や気力の充実に

も大きく関わっており、生涯にわたって心身ともに健やかに生きるための基盤となる

ものであることから、全国体力・運動能力、運動習慣等調査結果を活用するなど、各

学校において、それぞれ発達段階に応じた向上対策に取り組むとともに、学校、家

庭、地域指導者の協力を得ながら、スポーツ少年団活動や部活動を引き続き支援して

まいります。 

 児童のむし歯予防対策として町が推進し、各小学校で実施しておりますフッ化物洗

口事業については、昨年度は新型コロナウイルス感染症の影響から実施を見送ってい

たところでありますが、今年度は、未実施児童の保護者の皆様にもより理解が得られ

るよう周知を図りながら実施してまいります。 

 学校給食につきましては、成長期にある子どもたちの心身の健全な発達を目的に栄

養バランスの優れた給食を提供するため、施設・設備の適正管理と食材等の衛生管理

を徹底するとともに、子どもたちが健康に生活していくための食に関する正しい知識

や望ましい食習慣を身に付けるため、栄養教諭による「食育に関する指導」を実施す

るほか、食に対する感謝の気持ちや郷土への理解を深めるため、地場食材を活用した

「ふるさと給食」などを実施してまいります。 

 また、子どもたちがより安心して給食をたべられるよう食中毒、異物混入、食物ア

レルギー等の事故の未然防止や迅速な対応を図るため、教職員及び関係機関との情報

共有や緊急時に備えた体制構築など、適切な対応を図ってまいります。 

 （４）特別支援教育は、個々の違いを認識しつつ人々が生き生きと活躍できる共生

社会を形成する基礎となるとの認識を共有し、特別な支援を必要とする児童生徒に

は、学級担任のほか全教職員で支援する体制をつくるとともに、４名の特別支援教育

支援員を配置し、インクルーシブ教育システムの理念を踏まえ一人ひとりの教育的

ニーズを把握し、その持てる力を高め、生活や学習上の困難を改善・克服するため、

適切な指導及び必要な支援を行ってまいります。 

 また、教職員の指導力向上のため専門研修等を受講するなど、発達状況に応じた指

導・支援の充実を図ってまいります。 

 （５）コミュニケーション力の向上は、今日求められている課題のひとつですが、

グローバル化が進展する今日、児童生徒の国際感覚を育むため、中学生のサマーラン

ドへの派遣交流事業を計画しておりましたが、新型コロナウイルス感染症の影響によ

り本年度の実施も中止を余儀なくされているところであります。学校の英語授業につ

いては、外国語指導助手を各学校へ派遣し、授業補助を継続して実施します。 



－ 18 － 

 また、北海道教育大学釧路校のへき地校体験実習や東京学芸大学の学生ボランティ

アの受け入れを通して、コミュニケーション能力の育成に努めてまいります。 

 ３、地域とともにある学校づくりの推進。 

 子どもたちを取り巻く環境や学校が抱える課題は複雑化・多様化しており、教育改

革、地方創生等の動向からも、学校と地域の連携・協働の重要性が指摘されておりま

す。 

 子どもや学校の抱える課題の解決、未来を担う子どもたちの豊かな成長のために

は、社会総掛かりによる教育がなければ実現困難であります。輝く子どもたちの未来

の創造に向けて、学校と地域がパートナーとして連携・協働による取り組みを進め、

「学校運営協議会」により地域の人々と教育目標や校長の学校経営ビジョンを共有

し、一体となって子どもたちを育む「地域とともにある学校」を推進してまいりま

す。 

 ４、豊頃町立学校における教職員の働き方改革推進プラン。 

 本町の推進プランは、文部科学省、スポーツ庁、文化庁、北海道教育委員会が定め

たガイドラインに準拠し、令和３年４月１日に施行された「北海道アクションプラン

（第２期）」に基づき令和３年４月に改定しました。 

 学校を取り巻く環境は複雑化・多様化し、教職員の長時間労働の実態は、日々の教

育活動の質に関わる重大な問題であるとの認識から、教職員の長時間労働の改善に早

急に取り組み、学校教育の質の維持向上を図ることとしたものであります。 

 今後も、保護者や地域住民への理解と協力を得て、目標達成の取り組みを検証し、

見直し、改善により実効性のあるものとして、教職員の長時間労働の改善を進め、心

身の健康保持の実現と誇りとやりがいを持って職務に従事できる環境を整備すること

により、学校教育の質の維持向上を図ってまいります。 

 ５、健全育成、安全教育の推進。 

 （１）各学校で策定した「いじめ防止基本方針」の定着を図り、望ましい人間関係

の醸成はもとより、いじめや不登校の未然防止と適切な実態把握による早期発見を基

本として、組織的かつ迅速な対応が図られるよう取り組んでまいります。 

 また、危険ドラッグ等の薬物乱用防止や性に関する指導の継続、インターネット等

のトラブルについても、学校と家庭が連携して適切な対応を図ってまいります。 

 （２）「豊頃町通学路安全対策連絡協議会」による通学路の合同点検、安全確保対

策の実施により、交通安全の確保に向けた着実かつ効果的な取り組みを推進するとと

もに、児童生徒を犯罪などから守るためには、地域の方々の見守りや情報共有はもち

ろんのこと、児童生徒が自ら安全に行動する能力を身に付けることが重要であること

から、各学校において、交通安全教室や防犯教室等を実施し、事故や犯罪被害の未然
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防止に努めてまいります。 

 また、防災教育や避難訓練を定期的に実施し、自ら命を守りぬくため主体的に行動

する態度の育成や、安全で安心な社会づくりに積極的に貢献する意識の醸成を図って

まいります。 

 ６、小・中学校連携教育の推進。 

 小・中学校の連携教育の推進に当たり、小・中学校教職員がそれぞれの課題解決に

資するため、互いに授業を参観し合ったり、合同研修等を実施したりすることで、小

・中学校教職員が互いの専門性に学び、義務教育９年間の教育課程に位置づけられて

いる「報徳のおしえ」を基盤に、系統的で一貫性のある連携教育を推進してまいりま

す。 

 なお、豊頃中学校改築工事の完成、開校を令和６年に予定しており、町内小・中学

校合同行事等による児童生徒の交流や、教職員の相互派遣、授業公開や研究協議によ

る共通理解など、小中連携教育のなお一層の推進を図ってまいります。 

 ７、響きあい、高めあう社会教育の実現をめざして。 

 本町の社会教育として、第一に、自主的・自発的な学びによる知的欲求の充足、自

己実現・成長を通しての「人づくり」。第二に、住民の相互学習を通じ、つながり意

識や住民同士の絆の強化による「つながりづくり」。第三に、地域に対する愛着や帰

属意識、地域の将来像を考え取り組む意欲の喚起、住民の主体的参画による地域課題

解決となる「地域づくり」。これらの好循環を目指すことにより、個人の成長と地域

社会の発展の双方に重要な意義と役割を果たす社会教育を推進してまいります。 

 「共に学び、共にはぐくむ社会教育の推進をめざして」町民一人ひとりが生きがい

を持ち、充実した生活を送るためには、自ら学びその成果を社会に還元することが必

要であり、このことで「人と人」が共に学び、共に育む社会教育の推進がまちづくり

の基盤となって、郷土の発展へとつながっていきます。 

 町民一人ひとりが目標を持って学び、その成果が日常生活や社会活動で有効に生か

される社会教育を推進するため、幼児期から高齢期まで、それぞれのニーズに応じた

様々な学習機会を提供してまいります。 

 （１）少年教育。 

 次代を担う子どもたちの健全な育成は、家庭、学校、職場、地域等、あらゆる分野

におけるすべての人々がそれぞれの役割と責任を担いつつ、相互に協力しながら良好

で安全、安心な社会環境をつくることが求められています。 

 子どもたちが「ふるさと豊頃」に対する誇りや愛着を高めるとともに、郷土の自然

や歴史、文化、産業などを自ら学び、自ら考える力を身に付けることができるように

「える夢キッズクラブ」や「通学合宿」など、様々な体験学習を実施してまいりま
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す。 

 また、少年芸術鑑賞会など優れた芸術にふれる機会を設け、「豊頃町子どもの読書

活動推進計画」によるブックスタート、セカンドブック事業を通して、本に親しむ

きっかけを作り、豊かな人間性や社会性を育むための教育を充実してまいります。 

 （２）成人教育。 

 青年教育。 

 地域づくり、まちづくりの次代を担う青年が、社会の一員として自覚し、自らの意

思で活動する意識を醸成するため、町が実施する各種交流事業と連携を図りながら、

ニーズに応じた学習機会や交流事業を提供し、リーダーとなる人材の育成に努めてま

いります。 

 成人一般教育。 

 町民の多種多様な学習要求に応えるため、文化講座や出前講座等の内容を充実する

とともに、個人・グループ・サークル等の活動支援を行い、学びの成果を地域で生か

し連帯感を高め、交流を促進するために必要な学習機会を提供してまいります。 

 高齢者教育。 

 高齢者が充実した生活を送るための学習活動の場である豊寿大学や生涯教室を継続

実施するほか、学習要求に応じた学びの場の提供・支援など、高齢者がこれまで培っ

てきた豊富な知識、経験をさらに高め、次世代へ伝えるための機会の拡充を図ってま

いります。 

 （３）芸術・文化。 

 豊かな人間性と情操を育むため芸術鑑賞会等を開催し、優れた芸術・文化にふれる

機会を拡充するほか、町民文芸誌の発行や芸術・文化活動の成果を発表する場を提供

するとともに、文化協会等の自主活動グループの支援を行ってまいります。 

 （４）文化財。 

 文化財は、わが町の歴史や文化を伝える重要な財産であり、豊頃町への愛着や誇り

につながるものであることから、適切な保護・保存・活用、民俗文化財の継承・育成

を支援し、郷土に関する学習活動を推進します。 

 また、町指定文化財である「はるにれの木」の倒壊防止対策など保護修繕事業を継

続実施してまいります。 

 （５）社会体育。 

 利用者が安全で安心して、それぞれの年齢や体力に応じてスポーツに親しめる場の

充実に努め、町民の生涯スポーツ活動を推進してまいります。 

 スポーツ関係団体と連携して各種スポーツ大会を開催し、子どもから高齢者まで幅

広い世代が一年を通して心身の健康と体力の増進を図るため、スポーツ教室や出前講
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座などを実施してまいります。 

 また、多様化するスポーツ活動の要求に応えるため、スポーツ団体、指導者の育成

を推進してまいります。 

 （６）学習拠点施設の整備充実。 

 える夢館や図書館、総合体育館、町民プールなどが安全、快適に利用できるよう、

適切な維持管理と器具・備品等の充実を図るとともに、各種情報の提供や相談にきめ

細やかに対応し、気軽に利用できる施設運営に努めてまいります。 

 ８、開かれた教育行政の推進。 

 情報化やグローバル化など急激な社会変化の中、教育水準の維持向上と地域の実情

を考慮した自律的教育行政を推進するには、教育関係者のみならず、町民皆様のご協

力と相互連携が大変重要であります。 

教育委員会はこのことを踏まえ、施策の効果の検証と改善を絶えず行いながら効果

的な教育行政の推進に努めるとともに、「地方教育行政の組織及び運営に関する法

律」に基づき、教育に関し学識経験を有する方々の知見を活用しながら点検及び評価

を行ってまいります。 

また、その結果に関する報告書を議会に提出するとともに公表し、町民の皆様への

説明責任を果たすよう努めてまいります。 

 以上、令和３年度教育行政執行に関する主要な方針を申し上げましたが、教育委員

会といたしましては、今後も総合教育会議等を通して町長と十分に意思疎通を図り、

本町の教育大綱である「報徳のおしえを育む教育」「生涯にわたって学ぶ人づくり」

の推進のため、小・中学校が一貫して「報徳のおしえ」を系統的に学び続け、「知・

徳・体」のバランスに富んだ逞しく生きていく力と豊かな心を持った子どもを育てる

学校教育や社会教育の充実、文化・スポーツの振興などに努めてまいります。 

 町議会をはじめ町民皆様の教育行政に対するご理解とご協力を心からお願い申し上

げまして、教育行政執行方針とさせていただきます。 

●藤田議長 これで、令和３年度町政執行方針及び教育行政執行方針についての説明

が終わりました。 

 

       ◎ 承認第６号 

●藤田議長 日程第６ 承認第６号専決処分の承認を求めることについてを議題とし

ます。 

 本件について、提出理由の説明を求めます。 

 熊谷総務課長。 

●熊谷総務課長 議案書１１ページを御覧ください。 
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 承認第６号専決処分の承認を求めることについて御説明いたします。 

 本案は、新型コロナウイルス感染拡大のため緊急事態宣言が発令され、時短営業等

を余儀なくされた飲食店を支援するため、地方自治法第１７９条第１項の規定に基づ

き、令和３年度豊頃町一般会計補正予算（第２号）を令和３年５月２４日専決処分い

たしましたので、同条第３項の規定に基づきこれを報告し、承認を求めるものであり

ます。 

 一般会計補正予算書（第２号）、１ページを御覧ください。 

 第１条、歳入歳出予算の補正は、既定の歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ２

３０万円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ４６億８,９１５万円と

定めるものであります。 

 補正の主な内容につきまして、歳入歳出事項別明細書により歳出から御説明いたし

ます。 

 １０ページをお開き願います。 

 ６款商工費、１項商工費において、１目商工総務費に緊急飲食業支援対策事業補助

金２３０万円を追加。 

 次に、歳入につきましては、８ページを御覧ください。 

 １４款国庫支出金、２項国庫補助金に新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時

交付金２３０万円を追加するものであります。 

 以上でありますので、御承認くださるようよろしくお願いいたします。 

●藤田議長 説明が終わりました。 

 これから、質疑を行います。質疑はありませんか。 

 １番石田議員。 

●１番石田議員 昨年の５月から今回で３回目の補助金の支給となりますが、１店舗

１０万円から５０万円の交付で、それぞれ対象事業者が何件あったのかお知らせいた

だきたいと思います。 

●藤田議長 齋藤商工観光課長。 

●齋藤商工観光課長 御答弁申し上げます。 

 本事業は５月１６日に北海道に緊急事態宣言発令されました翌日、豊頃町商工会か

ら影響が甚大な飲食店８店舗へ支援の要望書が提出されたことから対応したものでご

ざいます。 

 支給の要件は、今年の１月から４月までの売上げ等を商工会から聞き取り、時短営

業等で昨年同月までの売上げと来客数を計算し、１０万円から５０万円の範囲におい

て支給したものでございます。 

●藤田議長 石田議員。 
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●１番石田議員 私が聞いているのは、今回で３回目となりますけれども、それぞれ

の１回目、２回目の、３回目もそうですが、対象事業者は何件だったのか、お伺いし

たいと思います。 

●藤田議長 齋藤商工観光課長。 

●齋藤商工観光課長 全部で５０件でございます。 

●藤田議長 石田議員。 

●１番石田議員 全部で５０件ということでございますが、１回目が１２件ですか。

２回目が２９件、今回が８件ということでありますが、この件数がそれぞれ１回目か

ら３回目、違うのですけれども、その件数の違いというのは何なのでしょうか。 

●藤田議長 齋藤商工観光課長。 

●齋藤商工観光課長 第３回目の支給につきましては、今年の１月から４月までの売

上げと１月から４月までのそれぞれの来客数を計算しまして金額を決めております。 

●藤田議長 石田議員に申し上げます。３回目の質問制限がありますけれども、重要

な質問ですか。 

●１番石田議員 はい。 

●藤田議長 石田議員。 

●１番石田議員 ３回目超えましたので申し訳ありませんが、私の質問に答えていた

だければ３回で終わったのですが。 

 それぞれ件数が違うということは、その事業者数だとか客数だとか違いがあるので

しょうけれども、多いときで２９件、今回は８件。対象とならない事業者がいること

は間違いなくあるのですね。そういうところがちょっと公平さが欠けるのかなという

ふうに思いますけれども、今日の新型コロナウイルスの感染拡大で地域経済が低迷す

る中、本町においても特に飲食業種の経営が厳しい状況下にあります。緊急事態宣言

が６月２０日まで延長されましてさらに厳しい経営が余儀なくされることを考える

と、この支援対策は今後も必要だと考えますが、追加対策等を行う考えがあるのかど

うかお伺いしたいと思います。 

●藤田議長 按田町長。 

●按田町長 御答弁させていただきます。 

 今回の支援につきましては、営業の時短制限をされている店舗ということであった

ものですから、飲食業の店舗に対して８店舗に支援をしたというところでございま

す。 

 今後の対応につきましても、このまま続くようですと、店舗それぞれ大変だという

ことになりますので、飲食店のみならずそのほかの業種の商店等につきましても、状

況によっては必要かなというところは承知してございますので、商工会と調整をしな
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がら対応をしていきたいと、そのように思ってございます。よろしくお願いいたしま

す。 

●藤田議長 ほかに質疑はありませんか。 

 ６番大崎議員。 

●６番大崎議員 関連する質問なのですが、今質問ありましたけれども、その内容に

ついては理解しているわけです。なぜかというと、全体で５０の対象者、対象業者、

その中で今回は飲食という特定にしたと。これは時期的なものだという解釈をしてい

ます。したがって、前回補助金を交付したというのは業種が多様化していました、と

いう理解をしています。今後について、この２０日まで延期した、あるいは予想とし

てはそれ以上の緊急対策ではないかなと、こう考えます。そこで、具体的なものをお

聞きします。 

 この飲食店に対しては非常にダメージが強いなという社会情勢と経済状況と判断し

ています。今回もこの本町の議会もアクリル対策をしました。この飲食店に対しての

対策、これについての検証、点検、これらについてはされているかどうか。見るとこ

ろによると、某商店は、飲食店はおおよそしてあるところを確認しました。それらに

ついての作業というか、先ほど私が申し上げました検証、点検はされているかどう

か。であれば、今後に対して交付金を生かしてもらえるのではないかなと。いわゆる

売上げを努力してもらえるのではないかという希望が感じます。その辺の捉え方はい

かがですか、担当者。対策の度合いです。 

●藤田議長 齋藤商工観光課長。 

●齋藤商工観光課長 御答弁申し上げます。 

 今現在うちのほうで感染対策の確認は、点検はしていないところです。 

●藤田議長 大崎議員。 

●６番大崎議員 ぜひとも、これは全体的な豊頃町の業種に対する対策というのはや

はり深刻に、我々行政あるいは町民としては考えていかなければいけません。した

がって、こういうような対策を推進するという作業を今回、今後、先ほど石田議員も

質問ありましたけれども、今後の見通しの中でもそういうものを期待するような、そ

ういう企業努力をぜひともしていただくきっかけを指導すべきではないかなという考

えをしますが、理事者のお考えをいただけますか。 

●藤田議長 菅原副町長。 

●菅原副町長 町長答弁の前に、担当者の答弁一部訂正させていただきます。 

 検証、点検につきましては、コロナウイルス感染症対策助成金支援金の中で、国や

道の支援金も受けておりますので、受けた支援金については必ず地元で検証、点検が

必要となっております。それらについて、検証結果、商工会から報告を受けておりま
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すので、一部訂正させていただきたいと思います。 

 今後においても、同じような検証作業が進むものと考えております。 

●藤田議長 按田町長。 

●按田町長 議員御指摘のとおりかと思います。一部、それぞれ商店においては、特

に接客のするようなところはこういった形ではないにしろ、ビニールをかけるだと

か、いろいろな感染予防対策ですとか、あと事前と事後の消毒ですとか、その辺しっ

かりされてきていると思います。 

 今後につきましても、そういったことを、この状況が続くようであればやはりその

辺は十分必要だと、そんなふうに思っていますので、商工会通じて指導強化していく

ような形をしっかりと取っていきたいと、そのように思っています。 

 以上です。 

●藤田議長 大崎議員。 

●６番大崎議員 よく理解していきたいと思っています。 

 なお、本町全体を見てもらうとお分かりですが、業種によっては完全にこのアクリ

ル対策をして来客に対する、そういう防御、気遣いをしておりますね。幸いに本町は

このコロナ対策ができているということを結果として認めて、発生しておりません。

したがって、これを維持するためには、より前向きの対策で、全町民が意識を高めて

いくというような挑戦をぜひとも啓蒙しなければいけないのではないのかなと、こう

いう考えをしています。したがって、作業をする担当者は大変かもしれません。しか

し、微に入り細に入りにわたって、それらについて足を運んで、現在も本町に来町し

ている方々もいらっしゃいます。一部の業種の人は大変な数の観光客も来ているよう

に見かけます。ですから、そういうものも日々の作業では大変ですが、ひとつ担当者

の力、努力を行政の長として御指示をしていただきたいというような考えをしていま

すので、今後の取組をぜひとも、これは永続的にしなければいけないかもしれませ

ん。このコロナの関係だけではなくて、感染症についての対策を、我が町の対策方式

というものを確立する意味からも一言この件について考えを述べていただきたいとい

うふうに思います。 

●藤田議長 按田町長。 

●按田町長 まず町民に対しては、今後とも広報ですとか、ホームページを通じて

しっかりと啓発、啓蒙という部分をやっていきたいというふうに思っています。 

 それとまた、商店の部分につきましては議員言われるとおり、一部の業種は結構町

外からお客さんが来ているところもあったり、これから先季節がよくなりますと、訪

れる観光客も多くなってくると思います。その辺含めて、職員のほうにもしっかりと

お店のほうに出向いて、対応をお願いするようなことで対策を講じていきたいと、そ
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のように思ってございますのでよろしくお願いいたします。 

●藤田議長 ほかに質疑はありませんか。 

（ 質 疑 な し ） 

●藤田議長 これで質疑を終わります。 

 これから、討論を行います。討論はありませんか。 

（ 討 論 な し ） 

●藤田議長 討論なしと認めます。 

 これから、承認第６号を採決します。 

 お諮りします。 

 本件は、これを承認することに御異議ありませんか。 

（ 異 議 な し ） 

●藤田議長 異議なしと認めます。 

 したがって、承認第６号は承認することに決定しました。 

 

       ◎ 議案第２４号 

●藤田議長 日程第７ 議案第２４号令和３年度豊頃町一般会計補正予算（第３号）

についてを議題とします。 

 本案について、提案理由の説明を求めます。 

 熊谷総務課長。 

●熊谷総務課長 議案第２４号令和３年度豊頃町一般会計補正予算（第３号）につい

て御説明いたします。 

 補正予算書、１ページを御覧ください。 

 第１条、歳入歳出予算の補正は、既定の歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ５

億５,３４８万２,０００円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ５２億

４,２６３万２,０００円と定めるものであります。 

 補正の主な内容につきまして、歳入歳出事項別明細書により歳出から御説明いたし

ます。 

 １６ページをお開き願います。 

 なお、各款の１節から４節及び８節の補正については、人事異動等に伴う増額補正

であります。 

 １款議会費、１項議会費から職員人件費１５８万９,０００円を減額。 

 ２款総務費、１項総務管理費において、１目一般管理費に、１８ページ、書面規制

・押印等見直し支援委託業務２８０万円を追加。 

 ２目文書広報費に、町勢要覧作成委託業務２１１万２,０００円を追加。 
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 ３目財産管理費に、産業活性化施設屋根等補修工事及び駐車場舗装工事１,１５０

万円を追加。 

 ７目企画費に、２０ページ、定住促進賃貸住宅建設事業補助金５００万円を追加。 

 ９目電算情報管理費に、テレワークシステム導入委託業務３２５万６,０００円を

追加するなど、計３,７１７万円を追加。 

 ３款民生費、１項社会福祉費において、１目社会福祉総務費に豊頃愛生協会新型コ

ロナウイルス感染症対策事業補助金３００万円を追加。 

 ３目老人福祉費に、特別養護老人ホームとよころ荘外構整備事業補助金３００万円

を追加。 

 ６目福祉バス等管理費に、２２ページ、患者輸送車購入４１０万円を追加するな

ど、計１,２２５万６,０００円を追加。 

 ２項児童福祉費において、１目保育所費にエアコン購入３６７万円を追加。 

 ２４ページ。 

 ２目子育て支援費に、発達支援委託業務１６万５,０００円を追加。 

 ３目学童保育所費に、修繕料１７万５,０００円を追加。 

 ２６ページ。 

４目児童措置費に、低所得の子育て世帯生活支援特別給付金７５万円を追加するな

ど、計１,０８８万１,０００円を追加。 

 ４款衛生費、１項保健衛生費において、１目保健衛生総務費にドーム型サーマルカ

メラ（発熱者感知用）購入２１０万円を追加。 

 ３目保健指導費に、２８ページ、新型コロナウイルスワクチン接種委託業務８７５

万４,０００円を追加。 

 ６目し尿処理費に、合併処理浄化槽設置整備事業補助金３０５万３,０００円を追

加するなど、計３,２６３万円を追加。 

 ２項簡易水道費において、簡易水道特別会計繰出金２４６万６,０００円を追加。 

 ５款農林水産業費、１項農業費において、１目農業委員会費に職員人件費４３万

４,０００円を追加。 

 ３０ページ。 

 ２目農業総務費に、畑作構造転換事業補助金３,６１４万２,０００円、強い農業・

担い手づくり総合支援交付金４２４万９,０００円、緊急農地基盤整備事業補助金５

１０万円を追加。 

 ３目土地改良総務費に、カンカンビラ小沢川河道掘削工事２５０万円を追加するな

ど、計５,２６３万８,０００円を追加。 

 ３項林業費において、１目林業総務費に豊かな森づくり推進事業補助金１,５３６



－ 28 － 

万６,０００円を追加。 

 ２目林道整備費に、３２ページ、幹線林道保栄線改良工事８００万円を追加。 

 ３目治山事業費に、測量設計委託業務２０万円を追加するなど、計２,７８６万６,

０００円を追加。 

 ４項水産業費において、毛ガニ資源管理型漁業振興事業補助金３９５万円を追加。 

 ６款商工費、１項商工費において、１目商工総務費に、３４ページ、クーポン券発

行事業補助金９１２万円、プレミアム付特別商品券発行事業補助金２,２８４万７,０

００円を追加。 

 ２目観光費に、冬期観光駐車場等整備工事３７０万円、とよころ産業まつり補助金

５４３万５,０００円を追加するなど、計３,５４１万４,０００円を追加。 

 ７款土木費、１項土木管理費から、職員人件費１,１７７万７,０００円を減額する

など、３６ページ、計１,１６４万７,０００円を減額。 

 ２項道路橋梁費において、１目道路橋梁維持費に茂岩高台線ロードヒーティング改

修工事４,０００万円、茂岩南通歩道設置舗装補修工事８００万円を追加。 

 ２目除雪費に、小型凍結防止剤散布機購入２２０万円を追加。 

 ３目道路新設改良費から、職員人件費３４５万７,０００円を減額するなど、３８

ページ、計６,８０８万３,０００円を追加。 

 ３項住宅費において、１目住宅管理費に建築確認等手数料６万３,０００円を追加

するなど、計１１万８,０００円を追加。 

 ４項河川費において、１目河川総務費にポン牛首川補修工事２００万円を追加。 

 ６項公共下水道費において、公共下水道特別会計繰出金９２万８,０００円を追

加。 

 ４０ページ。 

 ８款消防費、１項消防費において、１目消防費に感染防護服購入８０万８,０００

円を追加するなど、計２０７万８,０００円を追加。 

 ２項災害対策費において、１目災害対策費に業務継続計画策定委託業務５００万

円、排水ポンプ車用仮橋製作工事１,８００万円を追加するなど、計２,８９３万４,

０００円を追加。 

 ９款教育費、１項教育総務費において、１目教育委員会費に職員人件費２５８万

６,０００円を追加。 

 ４２ページ。 

 ３目学校保健費に、小中学校蛇口改修工事２４９万７,０００円を追加するなど、

計８２３万５,０００円を追加。 

 ２項小学校費において、１目学校管理費に、４４ページ、大津小学校校舎窓改修工
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事２２５万円を追加。 

 ２目教育振興費に、家庭学習用モバイルルーター通信料７１万５,０００円を追加

するなど、計７１９万円を追加。 

 ３項中学校費において、２目教育振興費に家庭学習用モバイルルーター通信料５３

万６,０００円を追加。 

 ３目学校建設費に、４６ページ、豊頃中学校改築工事１億９,４００万円を追加す

るなど、計１億９,９９８万１,０００円を追加。 

 ４項社会教育費において、３目図書館費に移動図書館車購入５６６万円を追加。 

 ４目える夢館費に、はるにれホールカメラシステム購入３０８万円を追加するな

ど、計９９９万４,０００円を追加。 

 ５項保健体育費において、２目体育施設費に体温測定器購入２４万６,０００円を

追加。 

 ３目学校給食費に、厨房空調システム改修工事５７０万円、４８ページ、連続炊飯

システム購入６３０万円を追加するなど、計１,６５７万６,０００円を追加。 

 １０款災害復旧費、１項公共土木施設災害復旧費において、２目現年災復旧費に河

川災害補修３００万円を追加するなど、計５００万円を追加。 

 ２項農業用施設災害復旧費において、１目現年災復旧費に明渠排水災害補修２３３

万円を追加。 

 次に、歳入につきましては、１０ページを御覧ください。 

 １款町税、１項町民税に１,９７２万１,０００円を追加。 

 ２項固定資産税に３,３０１万６,０００円を追加。 

 １０款地方交付税、１項地方交付税に普通交付税８,０００万円を追加。 

 １４款国庫支出金、１項国庫負担金に新型コロナウイルスワクチン接種対策費負担

金１,０２４万６,０００円を追加。 

 ２項国庫補助金に、新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金６,０６１

万５,０００円、公立学校施設整備事業補助金９,０４８万７,０００円を追加するな

ど、計１億５,３１０万５,０００円を追加。 

 １２ページ。 

 １５款道支出金、２項道補助金に畑作構造転換事業補助金３,６１４万１,０００円

を追加するなど、計５,６７７万６,０００円を追加。 

 １７款寄附金、１項寄附金に地域福祉寄附金３０万円を追加するなど、計３５万円

を追加。 

 １８款繰入金、１項繰入金に財政調整基金繰入金５,０００万円を追加。 

 ２０款諸収入、４項受託事業収入に新型コロナワクチン予防接種料６万８,０００
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円を追加。 

 ２１款町債、１項町債に茂岩高台線ロードヒーティング改修事業３,９２０万円、

１４ページ、豊頃中学校改築事業１億２３０万円を追加するなど、計１億５,０２０

万円を追加。 

 次に、第２条、債務負担行為の補正につきまして、４ページ、第２表、債務負担行

為補正を御覧ください。 

 表記載の業務委託料及び工事請負費において、限度額を１９億７,９００万円と定

め債務負担行為に追加するものであります。 

 次に、第３条、地方債の補正につきましては、５ページ、第３表、地方債補正を御

覧ください。 

 過疎対策事業の限度額を４億３７０万円に改め、緊急防災・減災事業３４０万円、

緊急自然災害防止対策事業３,９２０万円を追加し、地方債限度額の総額を５億９,２

７０万円に改め、定めるものであります。 

 以上でありますので、よろしく御審議くださるようお願いいたします。 

●藤田議長 説明が終わりましたけれども、昼食のため、午後１時まで休憩をいたし

ます。 

午前１１時５９分 休憩 

午後 １時００分 再開 

●藤田議長 休憩前に引き続き、会議を進めます。 

 予算書１０ページをお開きください。 

 歳入歳出事項別明細書により、歳入を款ごとに質疑を受けます。 

 １款町税。 

（ 質 疑 な し ） 

●藤田議長 １０款地方交付税。 

 １番石田議員。 

●１番石田議員 地方交付税、普通交付税の予算措置について伺いたいと思います。 

 歳出予算にも出てきますが、４月３０日の大雨被害状況がそれぞれ予算措置をされ

ていますけれども、これは特別交付税のほうに該当しないのか、普通交付税で見られ

た理由についてお伺いします。 

●藤田議長 熊谷総務課長。 

●熊谷総務課長 答弁申し上げます。 

 特別交付税につきましては、議員御存じのとおり、交付が１２月、３月ということ

もありまして、取りあえず単独の災害については特別交付税申請しても全額当たらな

い場合が多いので、今回は普通交付税で見させていただきました。 
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●藤田議長 次に進みます。１４款国庫支出金。 

（ 質 疑 な し ） 

●藤田議長 １５款道支出金。 

（ 質 疑 な し ） 

●藤田議長 １７款寄附金。 

（ 質 疑 な し ） 

●藤田議長 １８款繰入金。 

（ 質 疑 な し ） 

●藤田議長 ２０款諸収入。 

（ 質 疑 な し ） 

●藤田議長 ２１款町債。 

（ 質 疑 な し ） 

●藤田議長 歳入全般について質疑を受けます。 

 質疑はありませんか。 

（ 質 疑 な し ） 

●藤田議長 質疑なしと認めます。 

 次に、歳出については、項ごとに質疑を受けます。 

 １６ページをお開きください。１款議会費、１項議会費。 

（ 質 疑 な し ） 

●藤田議長 ２款総務費、１項総務管理費。 

 説明第１号。渡辺住民課長。 

●渡辺住民課長 予算説明書、１ページをお開き願います。 

 説明第１号産業活性化施設屋根等補修工事の施工について御説明いたします。 

 現在、２店舗が貸付を受け営業を行っている町有建物の屋根等補修を行うため、令

和３年度において、次のとおり産業活性化施設屋根等補修工事を施工することとし、

第２款総務費に計上したものであります。 

 施工位置については、次ページに施工位置図を添付してありますので御参照願いま

す。 

 １、工事概要について、御説明いたします。 

 対図番号１ページ、産業活性化施設屋根等補修工事。 

 工事予算額、９００万円。 

 工事内容、屋根等補修、６３３平方メートル。シャッター補修一式。 

 この工事は新規となります。 

 ２に、契約方法については、指名競争入札を予定しております。 
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 以上でありますので、よろしく御審議くださるようお願いいたします。 

●藤田議長 説明が終わりました。 

 質疑を受けます。質疑はありませんか。 

 ６番大崎議員。 

●６番大崎議員 伺います。 

 ただいまの説明で、この９００万円の予算を提案されていますが、屋根の補修、そ

れからシャッターというのは、これは表ですか、裏ですかというのをお聞きします。 

 それと、産業活性化施設というのは本町の財産であります。本通りのほうは面通り

というか、正面は非常に整備されています。ところが、裏側の１線通りは隣地、隣の

方々やその基礎を見ても、もう劣化しているのですね。あるいは架台そのものが、あ

れは多分下から上にものを上げるときの、簡単に言うとエレベーター、ダムウェー

ターでしょう。そういうものももうさびている。こういうものについての予算も、私

見るべきではないかなと、この機会に。そういうところの検討、考えはいかがです

か。 

●藤田議長 越谷施設課長。 

●越谷施設課長 御答弁申し上げます。 

 今の御質問の関係でございますが、屋根と今指摘のございました柱等、東１条通り

側のほうの関係も結構傷んでいる部分もございますので、そこら辺を併せて補修して

いきたいなと思っております。 

 また、舗装工事の中で、先にシャッターの部分ですが、店舗の入り口２か所及び東

１条側のほうの出入口ですね、そちらのほうのシャッターにつきましても補修をした

いなということで考えております。 

 また、舗装につきましては、店舗前も行いますし東１条側のほうも行いますので、

指摘のとおり大分東１条側もよい形にはなるかなとは思っております。 

●藤田議長 大崎議員。 

●６番大崎議員 理解しました。 

 特に、今課長の説明の中でいろいろと想像しながら聞いているのですが、隣の方々

の住民との境界、あるいはそれについての整理整頓、もう自然の雑草とか、あるいは

雑木というのですかね、そういうものも邪魔しているように見えます。なかなか町民

はそこまで町のために遠慮して言わないのだろうと思いますね。その辺も常日頃やは

り神経を持っていただいて、その辺の管理をしてもらうように御努力をお願いした

い。そういうことについての担当の課長の意気込みちょっとお聞きします。 

●藤田議長 渡辺住民課長。 

●渡辺住民課長 ただいま御質問ありました件につきましては、早急に周りの環境等
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確認しながら対応を図ってまいりたいと思います。 

●藤田議長 ほかに質疑はありませんか。 

 １番石田議員。 

●１番石田議員 この産業活性化施設の駐車場の舗装工事２５０万円とありますけれ

ども、これは現在ある駐車場を新たに舗装するということですか。説明書を見ます

と、この説明書にはないのですが裏の図面を見ますと、駐車場の補修となっています

けれども、現在ある舗装の上にオーバーレイか何かされるのか、新たに舗装されるの

かどうなのか伺います。 

●藤田議長 越谷施設課長。 

●越谷施設課長 御答弁申し上げます。 

 舗装につきましては、現在の上にオーバーレイするような形で考えておりまして、

店舗部分の入り口のほう、ちょっと一部傾斜になっている部分もあるのですけれど

も、そこら辺滑り止め対策等も行いたいなという形では考えております。 

●藤田議長 石田議員。 

●１番石田議員 次の質問に移ってよろしいですか。 

 １目の一般管理費の中で、政策参与報酬の予算が措置されておりますが、町長の行

政報告の中でも政策参与の委嘱についてというお話がございました。政策参与につき

ましては、特定の方のお名前が報道されていたように記憶しておりますが、今議会の

中では、この行政報告の中でそういうお話がされておりませんでしたけれども、議会

にとっては報道前にいろいろなお話をしていただかなかったなということを思います

と非常に私は残念に思っているわけであります。 

 この政策参与の報酬なのですが、具体的には行政報告にありましたようなお話で理

解をいたしましたけれども、この３０万円の報酬なのですが、これは月額に対する月

数で算定されたのか、年額報酬なのか、その辺ちょっと先に伺いたいと思います。 

●藤田議長 熊谷総務課長。 

●熊谷総務課長 答弁申し上げます。 

 これは、３万円の６月からの１０か月分ということで３０万円の予算を見させてい

ただいております。 

●藤田議長 石田議員。 

●１番石田議員 月３万円で１０か月という算定だということで理解をいたしまし

た。 

 この政策参与の業務なのですが、専門的な立場から政策の助言や提言、関係機関の

橋渡しを担っていただくという重要な業務を担うわけであります。そういうことを考

えますと、それに沿った報酬といいますか、対価に対する報酬の決定があってもいい



－ 34 － 

のではないかなというふうに思いますけれども、この報酬についての見直しをする考

えがあるのかどうかお伺いします。 

●藤田議長 按田町長。 

●按田町長 議員の御指摘等につきまして御答弁いたしますけれども、今回政策参与

ということで設けさせていただいたというところは、行政報告の中でこういった意図

だというところは説明はさせていただきましたけれども、今後町政執行していく上

で、国や道の制度上の課題や事業実施の可能性など、総合的な見地から御意見を頂い

て判断していく状況が多くなるということがこれからあるのでないかと、そういうふ

うに思ってございます。その対応として、専門的な立場から助言、提言、関係機関と

の政策推進の一助を担っていただくということで設けさせていただいたところでござ

います。 

 既に報道のほうには出ているということでございますので、どなたがというのが御

承知かと思うのですが、本町内に居住しております大崎浩さんという方を委嘱を予定

をしているというところでございます。この方は、道庁に勤務されておりまして、そ

の退職後民間にも勤務されていたという実績がありまして、昨年度本町に転入されて

きた方でございますけれども、道庁ＯＢや、あと現職にも知り合いの方が多数おられ

まして、道庁勤務時には副知事秘書、宗谷総合振興局の副局長、経済部の国際観光局

長などを歴任されまして、私もそういった意味では、今後何かしら判断するときに相

談したりですとか、そういった部分には適任な方であると、そんなふうに思いまして

お願いしたいというふうに思ってございます。 

 議会のほうに先にいろいろと御相談するという部分の中での配慮は欠けていたとこ

ろというのは、大変申し訳なく思ってございます。 

 そのほか、報酬の関係につきましては、取りあえず今回３０万円ということで月額

３万円ということでございます。新たな役職というところなものですから、この後、

そういったお願いする度合いがどれぐらい出てくるかというところも判断いたしまし

て、ひとまずはこのような形でお願いしていきたいなと、そのように思っていますの

でよろしくお願いいたします。 

●藤田議長 ほかに質疑はありませんか。 

 ４番岩井議員。 

●４番岩井議員 政策参与についてお伺いいたしますけれども、まず初めに政策参与

の任期はどのように見ているのでしょうか。 

●藤田議長 熊谷総務課長。 

●熊谷総務課長 非常勤特別職になりますので、毎年度更新することになりますの

で、取りあえず今年度は令和４年３月３１日までとなります。 
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●藤田議長 岩井議員。 

●４番岩井議員 私、政策参与の新設そのものは否定するものではありませんけれど

も、町政を担っていく上で最も重視しなければならないことは、事務方のプロの集団

である町職員との密なる連携を保ちつつ信頼関係を築くことが大切でないかというふ

うに考えております。按田新町長に対しては、町民が望むところの新たな感覚、新改

革、これで町政を担っていくことが特に必要不可欠と考えておりますけれども、町長

の見解をお伺いいたします。 

●藤田議長 按田町長。 

●按田町長 議員のおっしゃるとおり、まずは当然のことながら職員と共に町政の執

行をしていくというところが基本になると私も思ってございます。その上で、やはり

北海道ですとか、国ですとか、そういったところにいろいろな仕事の関係で要望等調

整含めまして行ったときにも、なかなか突然というか、アポを取りながら行っても響

かないというところがありますので、そういった部分ではやはりそういったつながり

のある方に間を取り次いでもらったりしていく場面もあってもいいのではないのかと

いうところで考えております。 

 そのほか、この方非常に経歴もいろいろありますので、そういった場面だけでなく

職員に対する研修ですとか、そういった部分にもぜひ関わっていただきたいと、その

ように私思っているところでございます。 

 以上です。 

●藤田議長 岩井議員。 

●４番岩井議員 回答を求めるものではありませんけれども、豊頃町の顔、これは按

田武町長だということを私ははっきりと申し上げておきたいと思います。 

●藤田議長 按田町長。 

●按田町長 その言葉、心に自負して頑張っていきたいと思います。ありがとうござ

います。 

●藤田議長 ほかに質疑はありませんか。 

 １番石田議員。 

●１番石田議員 ７目の企画費についてお伺いしたいと思います。 

 １８節の負担金補助及び交付金の中で奨学金返済助成金というのがあります。聞き

慣れない助成金なのですが、この内容はどのような内容になっているのか、要件がど

のようになっているのか、対象者も含めて御説明いただきたいと思います。 

●藤田議長 鏑木企画課長。 

●鏑木企画課長 御答弁申し上げます。 

 この奨学金返済につきましては、Ｕターン新規学卒者で３０歳以下の者、町内に住
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所を有し町内事業所に就業している者に、奨学金の一部を助成するものでございま

す。 

 対象経費といたしましては、就業した際返済している奨学金のうち、元本相当の９

割以内、月額１万円を上限に助成するものでございます。 

 ここで言う奨学金といたしましては、日本学生支援機構第１種奨学金及び日本学生

支援機構第２種奨学金でございます。 

 助成期間は３６か月、助成金は豊頃町商品券で交付する予定でございます。 

 以上です。 

●藤田議長 石田議員。 

●１番石田議員 この返済助成金にあたって、何か規定みたいなようなものがつくら

れて実施されるのですか、その辺伺います。 

●藤田議長 鏑木企画課長。 

●鏑木企画課長 この事業につきましては、要項を作成し告示をして実施しようと

思っております。 

 なお、今回御承認いただいた暁には、各事業所のほうを訪問しながら、こういう制

度がありますよということで、例えば求人のアピールの一つになればと考えていると

ころでございます。 

 以上です。 

●藤田議長 ほかに質疑はありませんか。 

（ 質 疑 な し ） 

●藤田議長 次に進みます。 

 ２０ページをお開きください。３款民生費、１項社会福祉費。 

 １番石田議員。 

●１番石田議員 １目の社会福祉総務費についてお伺いします。 

 社会福祉一般経費の中の負担金補助及び交付金の中で、日本赤十字社豊頃町分区補

助金が３６万円、これは当初３９万円の予算措置がされておりますけれども、追加分

の理由について御説明いただきたいと思います。 

●藤田議長 下重福祉課長。 

●下重福祉課長 答弁申し上げます。 

 日本赤十字社豊頃町分区補助金につきましては、日本赤十字社が行うＡＥＤの共同

購入に申し込むものであります。当初の３台分に加えまして、このたび新たに３台分

を追加して購入しようということで、３６万円計上させていただきました。 

 以上です。 

●藤田議長 ほかに質疑はありませんか。 
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（ 質 疑 な し ） 

●藤田議長 次に進みます。 

 ２２ページをお開きください。２項児童福祉費。 

（ 質 疑 な し ） 

●藤田議長 ２６ページ、４款衛生費、１項保健衛生費。 

 １番石田議員。 

●１番石田議員 １目の保健衛生総務費について、お伺いをしたいと思います。 

 失礼いたしました。３目の保健指導費について、お伺いをしたいと思います。 

 １９節の扶助費、ＰＣＲ検査なのですが、このＰＣＲ検査の対象人数と、執行方針

の中でもうたわれておりましたが、「重症化が懸念される高齢者や基礎疾患を有する

方々にＰＣＲ検査を実施する助成費用」ということで執行方針には載っておりました

が、この方たちのＰＣＲ検査なのか。この扶助費は費用の一部を助成するのか、全額

助成するのかお伺いしたいと思います。 

●藤田議長 下重福祉課長。 

●下重福祉課長 答弁申し上げます。 

 ＰＣＲ検査助成費につきましては、議員おっしゃるとおり、町政執行方針のほうに

も述べさせていただきました、重症化の危険性がある高齢者の方、並びに基礎疾患を

有する方、あと感染の拡大ということで感染のおそれがある方ということを対象に助

成してまいりたいと考えてございます。なお、助成については一部ということで、１

人当たり２万円を助成していきたいと思います。ＰＣＲ検査の費用につきましては、

医療機関によって様々ございますが、おおむね２万円から３万円ぐらいの範囲で行わ

れるというふうに認識してございます。 

 以上です。 

●藤田議長 石田議員。 

●１番石田議員 管内では全町民に対してＰＣＲ検査費用の一部を助成している、そ

ういう町村もありますけれども、新型コロナウイルスの感染拡大状況を踏まえて、町

民に広く使ってもらい感染拡大の抑制につなげるためにも、ＰＣＲ検査を行っていく

べきと考えますが、町長の考え方をお伺いしたいと思います。 

●藤田議長 按田町長。 

●按田町長 対象者の内容につきまして、先ほど福祉課長が説明したとおりでござい

ますけれども、この後、この感染拡大がどういった形に進むかという部分もございま

す。前回、３月の定例会のときにも、このＰＣＲ検査の助成については御質問が出さ

れていたように思ってございますが、今回少しでも不安な方の助けになるような形で

経費の一部助成をできればというような形で制度設計させていただきました。 
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 今後のウイルスの拡大状況、町内含めまして考慮しながら今後考えていきたいなと

いうふうに思ってございますので、よろしくお願いいたします。 

●藤田議長 石田議員。 

●１番石田議員 希望する町民がこのＰＣＲ検査を受けられるような、やっぱり安心

して暮らせるような、そういうことも考えますと、希望する町民にはぜひ実施してい

ただきたいなというふうに思いますので、よろしくお願いしたいと思います。 

●藤田議長 按田町長。 

●按田町長 今後検討してまいります。 

●藤田議長 ほかに質疑はありませんか。 

（ 質 疑 な し ） 

●藤田議長 次に進みます。２８ページ、２項簡易水道費。 

（ 質 疑 な し ） 

●藤田議長 ５款農林水産業費、１項農業費。 

（ 質 疑 な し ） 

●藤田議長 ３項林業費。 

 説明第２号。岩城産業課長。 

●岩城産業課長 予算説明書３ページを御覧ください。 

 説明第２号幹線林道保栄線改良工事の施工について御説明いたします。 

 このたび、経年変化、劣化等により機能が低下している林道の一部改良を行いその

機能の向上を図るため、次のとおり幹線林道保栄線改良工事を施工することとし、第

５款農林水産業費に予算計上いたしました。 

 工事概要について御説明いたします。 

 工事施工位置につきましては、裏面にお示ししたとおりで、工事名は幹線林道保栄

線改良工事。工事予算額８００万円。工事内容につきましては、排水施設工６箇所

で、新規工事であります。また、契約の方法は指名競争入札を予定しております。 

 以上でありますので、よろしく御審議くださるようお願いいたします。 

●藤田議長 説明が終わりました。 

 質疑を受けます。質疑はありませんか。 

（ 質 疑 な し ） 

●藤田議長 次に進みます。３２ページ、４項水産業費。 

（ 質 疑 な し ） 

●藤田議長 ６款商工費、１項商工費。 

（ 質 疑 な し ） 

●藤田議長 ７款土木費、１項土木管理費。 
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（ 質 疑 な し ） 

●藤田議長 ２項道路橋梁費。 

 説明第３号。越谷施設課長。 

●越谷施設課長 予算説明書５ページをお開き願います。 

 説明第３号町道維持補修工事の施工について御説明いたします。 

 町道の凍結防止対策や通学路確保のために歩道設置を行うため、令和３年度町道維

持補修工事を施工することとし、第７款土木費に計上したものであります。 

 工事位置については、次ページから施工位置図を添付してありますので御参照願い

ます。 

 １、工事概要について御説明いたします。 

 対図番号１ページ。 

 工事名、茂岩高台線ロードヒーティング改修工事。工事予算額、４,０００万円。

工事内容、ロードヒーティング更新。延長７８メートル（電機・機械設備更新・舗

装）で継続事業であります。 

 対図番号２ページ。 

 工事名、茂岩南通歩道設置舗装補修工事。工事予算額、８００万円。工事内容、歩

道設置延長１００メートル、幅員２.５メートル。舗装補修延長１００メートル、幅

員６.０メートルであります。 

 新規事業であります。 

 契約方法については、指名競争入札を予定しております。 

 以上でありますので、よろしく御審議くださるようお願いいたします。 

●藤田議長 説明が終わりました。 

 質疑を受けます。質疑はありませんか。 

 ６番大崎議員。 

●６番大崎議員 対図番号というか、ページ数は１ページなのですが、ロードヒー

ティングの改修工事ということで４,０００万円、これについてはロードヒーティン

グなので、通行量の頻度によっては相当劣化率が高いのかなという考えがあります。

非常に頻度が高いのだろうと思います。 

 これについての施工の仕方というのを、本町はいろいろなところにロードヒーティ

ングは設置されています。こういうものでは、今回提案されているロードヒーティン

グのこの部所と、それから他所とどう違うかというところによっては、施工の仕方の

改善・改良を考えなければいけないのでないのかなと。特に、ここでは舗装と電機と

機械設備ということになっています。これらについての考え方というのはどうしたら

いいのかというところを説明いただけますか。 
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●藤田議長 越谷施設課長。 

●越谷施設課長 御説明申し上げます。 

 今回の場所は役場前の体育館のほうへ向かう町道になってございまして、この場所

につきましては、基本片側交互通行で施工ができるかなと思っております。ほかの場

所では幅員が狭い場所であっては、全面通行止めにして施工しなくてはいけない場合

もございますが、今回は基本片側通行で施工を行えればなという形で進めておりま

す。 

 ただ、一部配線等行わなくてはいけない部分がございますので、一時的な通行止め

を行わなくてはいけない部分もございますが、基本的には片側通行で施工できるかな

ということで考えております。 

 また、今年施工する部分に関しましては、役場前のほうを迂回しまして茂岩高台線

という町道になりますが、坂口金物屋の横の通路のほうを迂回して通るという形もで

きますので、今年の場合はそういうような形で交通開放をうまく行いながら施工でき

るかなということで予定しております。 

●藤田議長 大崎議員。 

●６番大崎議員 施工の仕方、手法については今説明理解します。 

 私が尋ねたのは今回の提案されている場所と、それから茂岩神社の警察署のところ

から上がるロードヒーティングと、それから礼作別のＳ字になっているところのロー

ドヒーティングの、この施工の度合いというのは同じものなのかということを聞いて

いるわけです。もし頻度が高いところであれば、それなりの材料とか機器とか、ある

いはアスファルトの厚さとか、あるいはアスファルトの内容の改善だとか、そういう

ものが考えられるのかどうなのか。同一のものを、今言った例えば３か所が同じ手法

で仕様されているのかどうかというところを聞いているのですね。 

●藤田議長 越谷施設課長。 

●越谷施設課長 説明が足りなくて申し訳ございません。 

 今議員おっしゃられるような舗装等の仕様につきましては、ロードヒーティング、

こちらは舗装を温めるような形になっても耐え得るような合材を使用するような形で

当初から行っておりますので、同じような方策でいきたいと思います。 

 ヒーティングの種類につきましては、現在使用しているものがなかなか断線した場

所が特定しづらい、できない部分等ございまして、年数経過してしまうとなかなか場

所が選定しづらい、補修できづらい場所が多分に多いものですから、今回から使用す

る材料につきましては、補修のしやすい、切断の場所等も判定しやすいものを選定す

るような形で考えております。 

●藤田議長 大崎議員。 
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●６番大崎議員 よく分かりました。 

 したがって、今後のことについてなのですが、やはりそれだけの学習をしていれ

ば、それらについての場所によってはアスファルトの厚みでないなと、仕様も若干違

うなと、そうするとその下に張ってある配線のヒーティングだなという材料の資質に

よるものだということが今分かるのですね。ですから、それらについて十分今後のほ

かのロードヒーティングをやるときの寿命が来たとき、そういうものの検討という

か、予算４,０００万円ということですから、これは耐用年数、私聞くのを忘れまし

たが、何年でこの更新をしているのか、あるいはそれも含めて今後大いに学習をして

検討してもらえればなという考えをしています。それについての実務者の考え方をお

聞きします。 

●藤田議長 越谷施設課長。 

●越谷施設課長 ただいまの路線につきましては、今年、今年度と来年度と２か年で

施工し完了させたいなという形で考えております。 

 また、今後のほかの路線に関しましても、支障が出てきた場合にはいろいろ修繕を

主にまず行いながら維持をしていきながら、修繕が難しい場合はまたいろいろな対策

を取っていきたいということで日々研究してまいります。 

●藤田議長 ほかに質疑はありませんか。 

（ 質 疑 な し ） 

●藤田議長 次に進みます。３８ページ、３項住宅費。 

（ 質 疑 な し ） 

●藤田議長 ４項河川費。 

（ 質 疑 な し ） 

●藤田議長 ６項公共下水道費。 

（ 質 疑 な し ） 

●藤田議長 ８款消防費、１項消防費。 

 １番石田議員。 

●１番石田議員 この消防費の中で備品購入費、集団感染予防用テントと感染防護服

ですか。それぞれ何人用のテントを何張購入されるのか。また、防護服は何着購入さ

れるのかお伺いしたいと思います。 

●藤田議長 江口消防署副署長。 

●江口消防署副署長 御答弁させていただきます。 

 まず、集団感染予防用テントですが、こちらは３メートル掛ける６メートルで高さ

２メートルほどのものを２基購入計上しております。こちらの使用用途としまして

は、感染予防用として緊急な隔離待機所が必要な場合や一時的な待機室など、感染症
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のリスクを低減するために効果的なワンタッチ式のテントとなっております。 

 次に、感染防護服ですが、使うものは再利用できない使い捨てのものを使用してい

るのですが、こちらは消毒または洗浄等により再利用できるものであり、風雪や雨な

どにも耐久性の高い防護服となっております。こちら１８着という根拠は職員数の１

８着を計上してあります。 

 以上です。 

●藤田議長 石田議員。 

●１番石田議員 テントのほうなのですが、２張用意するということなのですけれど

も、１張何人用のテントなのでしょうか。 

●藤田議長 江口消防署副署長。 

●江口消防署副署長 こちらのテントの用途なのですが、消防の救急隊やそこの活動

する職員がこの中で一時待機所として活動の拠点とするためのテントということで、

広さ的に考えると傷病者の方を何人もそこに収容するという形ではなくて、なるべく

距離を取った形で最大数５名とか６名とか、そういった形の人員数を一時的に待機さ

せる場所として考えております。 

 以上です。 

●藤田議長 ほかに質疑はありませんか。 

（ 質 疑 な し ） 

●藤田議長 次に進みます。２項災害対策費。 

 説明第４号。越谷施設課長。 

●越谷施設課長 予算説明書９ページをお開き願います。 

 説明第４号排水ポンプ車用仮橋製作工事の施工について御説明いたします。 

 本工事は内水対策として排水ポンプ車要請時の道道通行止め回避を目的としたもの

であります。 

 また、今年度北海道開発建設部で可搬式排水ポンプを豊頃町用として配置予定であ

ることを受け、背負樋門に配置することとし、令和３年度排水ポンプ車用仮橋製作工

事を施工することとし、８款消防費に計上したものであります。 

 工事位置については、次ページから施工位置図を添付してありますので御参照願い

ます。 

 １、工事概要について御説明いたします。 

 工事名、排水ポンプ車用仮橋製作工事。工事予算額１,８００万円。工事内容、背

負地区冠水時道道仮橋、延長１６メートル、幅員４.５メートルで新規事業でありま

す。 

 契約方法については、指名競争入札を予定しております。 
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 以上でありますので、よろしく御審議くださるようお願いいたします。 

●藤田議長 説明が終わりました。 

 質疑を受けます。質疑はありませんか。 

 １番石田議員。 

●１番石田議員 ただいま説明を受けましたが、排水ポンプ車用の仮橋製作工事、以

前の水害対策の中で、排水ポンプを保護する仮橋を背負と安骨ですか、この２か所に

製作されまして、今それぞれその場所に設置されていると思いますけれども、保管さ

れていると思います。その橋と今回製作されるこの仮橋、何か同じような感じするの

ですけれども、違う点があるのですか。 

●藤田議長 越谷施設課長。 

●越谷施設課長 今、御質問ありました、以前造ったものですけれども、以前造った

ものが安骨樋門と旅来第２樋門のほうに常備してございます。 

 開発建設部のほうでも池田河川事務所のほうに配備する排水ポンプ車ですね、その

ほうも増強されるという予定もございまして、要請時、いつでも要請できるような体

制と、あと開発建設部のほうで豊頃町用として排水ポンプ車を背負地区で２８年に道

道が通行止めになったことを受けまして、豊頃町専用として茂岩地区のほうに可搬式

の排水ポンプを常備してくださるという形で今年度予算化していただいていますの

で、それに対応するための背負樋門ですね、そちらのほうに常備できる同じような仮

橋という形で考えております。 

●藤田議長 石田議員。 

●１番石田議員 そうしますと、前に造った仮橋と２基そこに保管するようになるの

でしょうか。 

●藤田議長 按田町長。 

●按田町長 私のほうからお答えさせていただきます。 

 今、施設課長のほうからお話があったとおり、もう既に２基整備されているところ

でございます。それにプラス１基ということになりますけれども、本件につきまして

は、平成２８年の大雨、台風被害から町も含めまして期成会等と樋門が閉まったとき

の体制という部分を含めまして、ポンプですとか樋門の設置ですとか、そういったと

ころを要請をしてきてございます。その結果、先ほど施設課長申しましたとおり、開

発建設部のほうで可搬式ポンプの配置ですとか、あとポンプ車の増強ということで優

先的に豊頃町のほうに回していただけるような形というふうなことになってございま

す。その際、安骨と旅来第２樋門のところはもう既に仮橋できていますので、ポンプ

車が来ても道道を通行止めしなくても大丈夫ということになりますが、樋門を閉めた

ときに背負の樋門のところも道道が冠水して通行止めになってしまうというようなこ
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ともありますので、そういった部分を解消するために今回そこにも仮橋のほうを製作

して、釜場のほうに設置しておいて、いつでもそういった災害時に対応できるような

ことをしたいというようなことで考えている次第でございます。よろしくお願いいた

します。 

●藤田議長 ほかに質疑はありませんか。 

（ 質 疑 な し ） 

●藤田議長 次に進みます。９款教育費、１項教育総務費。 

 ２番小笠原議員。 

●２番小笠原議員 ３目学校保健費、工事請負費でございますけれども、小中学校蛇

口改修工事につきましてお聞きいたします。 

 小中学校蛇口改修工事につきましては、豊頃小学校、大津小学校、豊頃中学校の３

校の改修工事なのかということと、それからこの蛇口について、いわゆるセンサータ

イプのものなのかお聞きいたします。 

●藤田議長 森教育課長。 

●森教育課長 御答弁申し上げます。 

 まず、対象になる学校なのですけれども、町内の小学校２校、中学校１校、全校対

象とさせていただいております。 

 この蛇口なのですが、現在回転式のこういう蛇口のものをレバー式とセンサー式、

場所によって使い分けて改修させていただくものでございます。 

●藤田議長 ほかに質疑はありませんか。 

（ 質 疑 な し ） 

●藤田議長 次に進みます。２項小学校費。 

（ 質 疑 な し ） 

●藤田議長 ３項中学校費。 

 説明第５号。森教育課長。 

●森教育課長 予算説明書１１ページをお開きください。 

 説明第５号豊頃中学校改築工事（建築主体工事）の施工について御説明いたしま

す。 

 本件につきましては、令和４年度の完成予定で、移転改築を計画しております豊頃

中学校校舎の建築主体工事部分につきまして、第９款教育費に計上したものでありま

す。 

 工事概要ですが、工事名、豊頃中学校改築工事（建築主体工事）。工事予算額、１

億９,０２０万円。工事内容、杭工事一式、支障物撤去一式であります。 

 なお、参考として次のページに施工位置図を添付してございます。 
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 契約の方法につきましては、一般競争入札を予定しております。 

 以上でありますので、御審議くださるようよろしくお願いいたします。 

●藤田議長 説明が終わりました。 

 質疑を受けます。質疑はありませんか。 

（ 質 疑 な し ） 

●藤田議長 次に進みます。４６ページ、４項社会教育費。 

 説明第６号。森教育課長。 

●森教育課長 予算説明書１３ページをお開きください。 

 説明第６号移動図書館車の購入につきまして御説明いたします。 

 本件につきましては、平成３年度に購入いたしました移動図書館車につきまして、

エンジントラブルや車内暖房の故障等老朽化が激しいため更新することとしまして、

第９款教育費に計上したものであります。 

 事業概要ですが、事業名、移動図書館車更新事業。事業予算額、５６６万円。事業

内容、移動図書館車１台。車種につきましては、ロングワイドバンハイルーフタイプ

を予定してございます。 

 契約の方法につきましては、指名競争入札を予定してございます。 

 以上でありますので、御審議くださるようよろしくお願いいたします。 

●藤田議長 説明が終わりました。 

 質疑を受けます。質疑はありませんか。 

（ 質 疑 な し ） 

●藤田議長 次に進みます。５項保健体育費。 

 説明第７号及び８号。森教育課長。 

●森教育課長 予算説明書１５ページをお開きください。 

 説明第７号学校給食センター厨房空調システム改修工事の施工について御説明いた

します。 

 本件につきましては、給食センター開設時から使用しております厨房内の空調設備

につきまして、冷房機能に不具合が生じていることが確認されましたので、空調シス

テムを更新することとし、第９款教育費に計上したものでございます。 

 工事概要ですが、工事名、学校給食センター厨房空調システム改修工事です。工事

予算額、５７０万円。工事内容につきましては、エアコン室外機１台、エアコン室内

機３台を設置するものであり、平成９年度に設置しました設備を更新するものであり

ます。 

 契約方法につきましては、指名競争入札を予定しております。 

 以上でありますので、御審議くださるようよろしくお願いいたします。 
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 続きまして、予算説明書１７ページをお開きください。 

 説明第８号学校給食センター連続炊飯システムの購入について御説明申し上げま

す。 

 本件につきましては、給食センター開設時から使用しております炊飯システムにつ

きまして、定期点検時に機械内部にさびや剝離箇所があることが確認されましたの

で、機器を更新することとし、第９款教育費に計上したものでございます。 

 事業概要ですが、事業名、学校給食センター連続炊飯システム更新事業。事業予算

額、６３０万円。事業内容、連続炊飯システム一式。内訳としまして、小型炊飯シス

テム１台、むらしコンベア１台、炊飯釜反転機１台、ほぐし台１台であり、平成９年

度に購入した備品を更新するものであります。 

 契約の方法につきましては、指名競争入札を予定してございます。 

 以上でありますので、御審議くださるようよろしくお願いいたします。 

●藤田議長 説明が終わりました。 

 質疑を受けます。質疑はありませんか。 

（ 質 疑 な し ） 

●藤田議長 次に進みます。４８ページをお開きください。 

 １０款災害復旧費、１項公共土木施設災害復旧費。 

（ 質 疑 な し ） 

●藤田議長 ２項農業用施設災害復旧費。 

（ 質 疑 な し ） 

●藤田議長 歳出全般について質疑を受けます。 

 質疑はありませんか。 

 ６番大崎議員。 

●６番大崎議員 １点お聞きします。 

 予算書の４７ページ、先ほど説明ありました中学校の工事請負費の関係です。 

 この説明の中には建築主体ということで１億９,０２０万円、このほかにここに予

算として電気だとか、機械設備とありますが、同時にこの建築主体と発注するという

考えなのですか。それとも別々という考えでいいのですか。 

●藤田議長 森教育課長。 

●森教育課長 御答弁申し上げます。 

 建築主体工事、電気設備工事、機械設備工事ということで計上させていただいてお

りますが、いずれも同じ時期に入札を行いまして発注する予定でございます。 

●藤田議長 大崎議員。 

●６番大崎議員 入札の、今説明ありました。この説明の中で、ほかの説明の中に全



－ 47 － 

て指名競争入札という格好になっています。ところがこれだけが一般競争入札で、何

か理由がございますか。 

●藤田議長 渡辺住民課長。 

●渡辺住民課長 答弁申し上げます。 

 この工事につきましては、予定価格も非常に膨大で工期も令和４年度までの２か年

ということであることから、一定程度の入札参加資格等に条件を付しまして競争入札

を行う中で、本町にとって最も有利な条件を持って契約の相手方を決定することとし

てまいりたいと考えております。 

●藤田議長 ほかに質疑はありませんか。 

（ 質 疑 な し ） 

●藤田議長 これで質疑を終わります。 

 次に、４ページをお開きください。 

 第２表、債務負担行為補正について質疑を受けます。質疑はありませんか。 

（ 質 疑 な し ） 

●藤田議長 質疑なしと認めます。 

 次に５ページ、第３表、地方債補正について質疑を受けます。質疑はありません

か。 

（ 質 疑 な し ） 

●藤田議長 質疑なしと認めます。 

 それでは、本補正予算全般について質疑を受けます。質疑はありませんか。 

（ 質 疑 な し ） 

●藤田議長 質疑なしと認めます。 

 これから、討論を行います。討論はありませんか。 

（ 討 論 な し ） 

●藤田議長 討論なしと認めます。 

 これから、議案第２４号を採決します。 

 お諮りします。 

 本案は、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

（ 異 議 な し ） 

●藤田議長 異議なしと認めます。 

 したがって、議案第２４号は原案のとおり可決されました。 

 ２時１５分まで休憩いたします。 

午後 １時５８分 休憩 

午後 ２時１５分 再開 
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●藤田議長 休憩前に引き続き、会議を進めます。 

 

       ◎ 議案第２５号 

●藤田議長 日程第８ 議案第２５号令和３年度豊頃町医療施設特別会計補正予算

（第１号）についてを議題とします。 

 本案について、提案理由の説明を求めます。 

 下重福祉課長。 

●下重福祉課長 補正予算書５３ページを御覧ください。 

 議案第２５号令和３年度豊頃町医療施設特別会計補正予算（第１号）について御説

明いたします。 

 歳入歳出予算の補正につきましては、既定の歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞ

れ１９万５,０００円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ９,６４６万

５,０００円と定めるものであります。 

 このたびの補正につきましては、歯科診療所用スリッパ用殺菌庫購入に伴うもので

あります。 

 補正予算の内容については、歳入歳出事項別明細書６２ページ、歳出から御説明い

たします。 

 ３款歯科診療所費、１項歯科診療所費、１目歯科診療所管理費に業務用備品購入費

１９万５,０００円を追加するものであります。 

 次に、歳入につきましては６０ページを御覧ください。 

 ２款繰入金、１項他会計繰入金、１目一般会計繰入金に歯科診療所管理費１９万

５,０００円を追加するものであります。 

 以上でありますので、よろしく御審議くださるようお願いいたします。 

●藤田議長 説明が終わりました。 

 これから、質疑を行います。 

 歳入歳出事項別明細書により、歳入を款ごとに質疑を受けます。 

 ６０ページをお開きください。２款繰入金。 

（ 質 疑 な し ） 

●藤田議長 次に、歳出についても款ごとに質疑を受けます。 

 ６２ページをお開きください。３款歯科診療所費。 

（ 質 疑 な し ） 

●藤田議長 それでは、本補正予算全般について質疑を受けます。 

 質疑はありませんか。 

（ 質 疑 な し ） 
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●藤田議長 質疑なしと認めます。 

 これから、討論を行います。討論はありませんか。 

（ 討 論 な し ） 

●藤田議長 討論なしと認めます。 

 これから、議案第２５号を採決します。 

 お諮りします。 

 本案は、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

（ 異 議 な し ） 

●藤田議長 異議なしと認めます。 

 したがって、議案第２５号は、原案のとおり可決されました。 

 

       ◎ 議案第２６号 

●藤田議長 日程第９ 議案第２６号令和３年度豊頃町簡易水道特別会計補正予算

（第１号）についてを議題とします。 

 本案について、提案理由の説明を求めます。 

 越谷施設課長。 

●越谷施設課長 補正予算書６５ページをお開き願います。 

 議案第２６号令和３年度豊頃町簡易水道特別会計補正予算（第１号）について御説

明いたします。 

 第１条、既定の歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ７６６万６,０００円を追

加し、歳入歳出の予算の総額を歳入歳出それぞれ３億７２万円と定めるものでござい

ます。 

 本補正予算は、公営企業法適用固定資産評価・台帳作成及び水道本管施設補修によ

るものでございます。 

 主な内容につきましては、事項別明細書により、７６ページ、歳出から御説明いた

します。 

 １款総務費、１項総務管理費において、簡易水道一般経費に委託料、公営企業法適

用固定資産評価・台帳作成業務として５２７万５,０００円を、簡易水道施設維持補

修費に豊頃大橋横水道本管補修工事４３０万円を追加するなど、合計７６６万６,０

００円を増額するものであります。 

 次に７４ページ、歳入について御説明いたします。 

 ３款繰入金、１項他会計繰入金に一般会計繰入金２４６万６,０００円を追加。 

 ５款町債、１項町債、１目簡易水道債に公営企業法適用固定資産評価・台帳作成事

業５２０万円を追加補正するものでございます。 
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 次に、第２条、債務負担行為の補正は補正予算書６８ページをお開き願います。 

 第２表、債務負担行為補正は、公営企業法適用固定資産評価・台帳作成業務期間を

令和３年度から令和４年度までとし、限度額１,０５５万円を追加するものでありま

す。 

 続いて、第３条、地方債の補正であります。 

 補正予算書６９ページをお開き願います。 

 第３表、地方債の補正は、公営企業会計適用事業として５２０万円を追加し、補正

後の限度額を９,３２０万円と定めるものであります。 

 以上でありますので、よろしく御審議くださるようお願いいたします。 

●藤田議長 説明が終わりました。 

 これから、質疑を行います。 

 歳入歳出事項別明細書により、歳入を款ごとに質疑を受けます。 

 ７４ページをお開きください。３款繰入金。 

（ 質 疑 な し ） 

●藤田議長 ５款町債。 

（ 質 疑 な し ） 

●藤田議長 歳入全般について質疑を受けます。 

 質疑はありませんか。 

（ 質 疑 な し ） 

●藤田議長 質疑なしと認めます。 

 次に、歳出についても款ごとに質疑を受けます。 

 ７６ページをお開きください。１款総務費。 

 ２番小笠原議員。 

●２番小笠原議員 １目一般管理費でございますけれども、その中の１４節工事請負

費のことで質問させていただきます。 

 豊頃大橋横水道本管補修工事でございますけれども、まずこの工事の工期はいつ頃

なのかということと、それからこれによって給水止めが発生するのかということ。い

わゆる豊頃大橋の工事でございますし、通行止め等の支障は発生しないのかというこ

とと、それに対して地域住民にどのような時期に周知があるのかということについて

質問させていただきます。 

●藤田議長 越谷施設課長。 

●越谷施設課長 御答弁申し上げます。 

 本箇所は豊頃大橋より中央区側のほうに行った部分で、ちょうど十勝川の築堤左岸

側ですね。左岸側の取付けがございますけれども、そこのちょうど中央区側寄りのほ
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うになっていまして、橋よりはずれております。 

 工期のほうですけれども、本議会予算決定後、速やかに工事を発注し早期対応をし

たいなということで考えておりまして、工事のほうも地域住民の方に迷惑かからない

ような不断水、断水をしないで済むような方向でいければなということで工法を考え

ております。 

 また、国道のほうの通行止めの関係ですけれども、実は国道の管理者とも協議しま

して、片側通行での施工を予定しております。 

●藤田議長 ほかに質疑はありませんか。 

（ 質 疑 な し ） 

●藤田議長 これで質疑を終わります。 

 次に、６８ページ、第２表、債務負担行為補正について質疑を受けます。質疑はあ

りませんか。 

（ 質 疑 な し ） 

●藤田議長 質疑なしと認めます。 

 次に、６９ページ、第３表、地方債補正について質疑を受けます。質疑はありませ

んか。 

（ 質 疑 な し ） 

●藤田議長 質疑なしと認めます。 

 それでは、本補正予算全般について質疑を受けます。質疑はありませんか。 

（ 質 疑 な し ） 

●藤田議長 質疑なしと認めます。 

 これから、討論を行います。討論はありませんか。 

（ 討 論 な し ） 

●藤田議長 討論なしと認めます。 

 これから、議案第２６号を採決します。 

 お諮りします。 

 本案は、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

（ 異 議 な し ） 

●藤田議長 異議なしと認めます。 

 したがって、議案第２６号は、原案のとおり可決されました。 

 

       ◎ 議案第２７号 

●藤田議長 日程第１０ 議案第２７号令和３年度豊頃町公共下水道特別会計補正予

算（第１号）についてを議題とします。 
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 本案について、提案理由の説明を求めます。 

 越谷施設課長。 

●越谷施設課長 補正予算書８１ページをお開き願います。 

 議案第２７号令和３年度豊頃町公共下水道特別会計補正予算（第１号）について御

説明いたします。 

 第１条、既定の歳入歳出の予算の総額に歳入歳出それぞれ７,０００万円を追加

し、歳入歳出の予算の総額を歳入歳出それぞれ２億７,８３２万２,０００円と定める

ものでございます。 

 本補正予算は、公営企業法適用固定資産評価・台帳作成及び茂岩下水浄化センター

の曝気装置・運転制御設備更新によるものでございます。 

 主な内容につきましては、事項別明細書により、９２ページ、歳出から御説明いた

します。 

 １款総務費、１項総務管理費において、公共下水道一般経費に委託料、公営企業法

適用固定資産評価・台帳作成業務として１,５５０万円を増額。 

 ２項施設管理費、２目下水道施設整備費に下水道施設改築更新工事に５,４００万

円を追加するなど、合計５,４５０万円を増額するものでございます。 

 次に９０ページ、歳入について御説明いたします。 

 ３款国庫支出金、１項国庫補助金に社会資本整備総合交付金事業２,５５７万２,０

００円を追加。 

 ４款繰入金、１項他会計繰入金に一般会計繰入金９２万８,０００円を追加。 

 ７款町債、１項町債に社会資本整備総合交付金事業２,５５７万２,０００円、公営

企業法適用固定資産評価・台帳作成事業に１,５５０万円を追加補正するものでござ

います。 

 次に、債務負担行為の補正は、補正予算書８４ページをお開き願います。 

 第２表、債務負担行為補正は、公営企業法適用固定資産評価・台帳作成業務、期間

を令和３年度から令和４年度までとし、限度額３,１００万円を追加するものであり

ます。 

 続いて、第３条、地方債の補正であります。 

 補正予算書８５ページをお開き願います。 

 第３表、地方債の補正は、下水道事業及び過疎対策事業の限度額をそれぞれ１,７

７０万円とし、公営企業会計適用事業として１,５５０万円を追加し、補正後の限度

額を５,０９０万円と定めるものであります。 

 以上でありますので、よろしく御審議くださるようお願いいたします。 

●藤田議長 暫時休憩します。 
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午後 ２時３０分 休憩 

午後 ２時３２分 再開 

●藤田議長 再開します。 

 越谷施設課長。 

●越谷施設課長 失礼いたしました。 

 ９０ページ、歳入のほうで御説明間違いがございましたので、訂正させていただき

ます。 

 ７款町債、１項町債で、社会資本整備総合交付金２,８００万円、公営企業法適用

固定資産評価・台帳作成事業で１,５５０万円の誤りでしたので、訂正させていただ

きます。 

●藤田議長 説明が終わりました。 

 これから、質疑を行います。 

 歳入歳出事項別明細書により、歳入を款ごとに質疑を受けます。 

 ９０ページをお開きください。 

●藤田議長 ３款国庫支出金。 

（ 質 疑 な し ） 

●藤田議長 ４款繰入金。 

（ 質 疑 な し ） 

●藤田議長 ７款町債。 

（ 質 疑 な し ） 

●藤田議長 歳入全般について質疑を受けます。質疑はありませんか。 

（ 質 疑 な し ） 

●藤田議長 質疑なしと認めます。 

 次に、歳出についても款ごとに質疑を受けます。 

 ９２ページをお開きください。１款総務費。 

 説明第９号。越谷施設課長。 

●越谷施設課長 予算説明書１９ページをお開き願います。 

 説明第９号下水道施設改築更新工事について御説明いたします。 

 本工事は、下水道施設長寿命化計画に基づき対策が必要とされた設備の更新を実施

していくものであります。 

 令和３年度茂岩下水浄化センターの集水装置設備更新を予定しており、追加で曝気

装置設備・運転制御設備更新をすることとし、公共下水道特別会計、第１款総務費に

計上したものであります。 

 工事概要について御説明いたします。 
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 事業区分、社会資本整備総合交付金事業。工事名、下水道施設改築更新工事。工事

予算額５,４００万円。工事内容、茂岩下水浄化センター曝気装置設備更新一式で、

継続事業であります。 

 施工位置図については、次ページについていますので御参照願います。 

 なお、契約の方法については、指名競争入札を予定しております。 

 以上でありますので、よろしく御審議くださるようお願いいたします。 

●藤田議長 説明が終わりました。 

 質疑を受けます。質疑はありませんか。 

（ 質 疑 な し ） 

●藤田議長 次に８４ページ、第２表、債務負担行為補正について質疑を受けます。 

 質疑はありませんか。 

（ 質 疑 な し ） 

●藤田議長 質疑なしと認めます。 

 次に８５ページをお開きください。 

 第３表、地方債補正について質疑を受けます。質疑はありませんか。 

（ 質 疑 な し ） 

●藤田議長 質疑なしと認めます。 

 それでは、本補正予算全般について質疑を受けます。質疑はありませんか。 

（ 質 疑 な し ） 

●藤田議長 質疑なしと認めます。 

 これから、討論を行います。討論はありませんか。 

（ 討 論 な し ） 

●藤田議長 討論なしと認めます。 

 これから、議案第２７号を採決します。 

 お諮りします。 

 本案は、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

（ 異 議 な し ） 

●藤田議長 異議なしと認めます。 

 したがって、議案第２７号は、原案のとおり可決されました。 

 

       ◎ 議案第２８号 

●藤田議長 日程第１１ 議案第２８号豊頃町外通勤者助成金交付条例の一部改正に

ついてを議題とします。 

 本案について、提案理由の説明を求めます。 
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 鏑木企画課長。 

●鏑木企画課長 議案第２８号豊頃町外通勤者助成金交付条例の一部改正について御

説明申し上げます。 

 本案の改正趣旨及び改正内容につきまして、別紙議案説明書、説明第１号により御

説明しますので、１ページを御覧ください。 

 本案は、豊頃町外通勤者助成金交付条例に定める交付対象者及び助成期間及び基準

日、助成金の交付期日について、分かりやすく効果的な制度運用を図るために改正す

るものであります。 

 改正内容は、第２条第１項第１号を、「毎年度４月１日の前日における満年齢が１

８歳以上６０歳未満の者。」を「第４条に規定する助成期間の属する年度の末日にお

いて満年齢が６０歳以下の者。」に。 

 第４条に規定する基準日を、上半期は「９月１５日」から「１０月１日」に、下半

期を「３月１５日」から「４月１日」に。 

 第６条に規定する助成金の交付期日を、上半期は「１０月末日」から「１１月末

日」に、下半期を「４月末日」から「５月末日」に、それぞれ改めるものでありま

す。 

 附則として、この条例は公布の日から施行し、令和３年４月１日から適用するもの

でありますので、御審議くださるようよろしくお願いいたします。 

●藤田議長 説明が終わりました。 

 これから、質疑を行います。質疑はありませんか。 

 １番石田議員。 

●１番石田議員 ただいまの条例の改正内容について説明をいただきました。 

 第２条では、「満年齢１８歳以上から６０歳未満の者」が改正されまして、「６０

歳以下の者」になっておりますけれども、「１８歳以上」のこの文言がなくなったと

いうことは、６０歳以下の者であればどの辺まで、何歳まで適用されるのか。 

 それと、質疑３回ですから、続いてお聞きしたいと思いますが、次の第４条であり

ますけれども、下半期の基準日が３月１５日に現行はなっておりますけれども、これ

を４月１日に改正すると。下半期ですから、基準日を４月１日にするということは翌

年度の４月１日になるのはちょっと不自然だなと思いますけれども、３月３１日では

いけないのでしょうか、その辺もお伺いしたいと思います。 

 それと、助成金の交付時期ですけれども、基準日がそれぞれ延びていますので、当

然交付期日も延びるのだろうと思いますけれども、下半期の５月末日までというのは

大体２か月ぐらいありますけれども、そんなに時間かかるのでしょうか。５月は出納

閉鎖期間の時期なので、できるだけこういうところに集中して支出行為が行われるよ
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うにしなければいいのではないかなと思いますけれども、１か月か１か月半ぐらいで

事務処理ができないのかどうか、その点も含めて御説明いただきたいと思います。 

●藤田議長 鏑木企画課長。 

●鏑木企画課長 御答弁申し上げます。 

 １点目の御質問でございますが、１８歳未満の者について何歳までかということ

だったと思います。今回の６０歳以下の者であれば対象に何歳でもなるというふうに

考えております。ただ、今回の要件につきましては、交通機関を利用して、または自

動車等を使用して通勤していること、高等学校、専門学校、大学に在学していないこ

とというのがもともと要件に入ってございますので、この要件を満たしていれば年の

下限の部分には特に設けていないところでございます。 

 ２点目の３月３１日で下半期はよろしいのではないかということでございました

が、今回この制度を運用するに当たって、１５日としていたものにつきましては、上

期はいいのですけれども、下期については申請者ですとか、あと事業所の証明書をも

らうのに事業所からもいろいろ問合せがあるものですから、４月１日にすることで今

回の会計の歳出の部分については翌年度の会計で支出することとしていることから、

４月１日を基準日にしているところでございます。 

 ３点目、支出の末日ですけれども、これにつきましては基準日の改正に伴い申請書

の提出期限が基準日の末日までとなっていることから助成金の交付期日も変更するも

のでございますが、ただし、これまで同様申請のあったものにつきましては速やかに

交付するということでございますので、御理解をいただきたいと思います。 

 以上です。 

●藤田議長 ほかに質疑はありませんか。 

（ 質 疑 な し ） 

●藤田議長 これで質疑を終わります。 

 これから、討論を行います。討論はありませんか。 

（ 討 論 な し ） 

●藤田議長 討論なしと認めます。 

 これから、議案第２８号を採決します。 

 お諮りします。 

 本案は、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

（ 異 議 な し ） 

●藤田議長 異議なしと認めます。 

 したがって、議案第２８号は原案のとおり可決されました。 
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       ◎ 議案第２９号 

●藤田議長 日程第１２ 議案第２９号豊頃町介護保険条例の一部改正についてを議

題とします。 

 本案について、提案理由の説明を求めます。 

 下重福祉課長。 

●下重福祉課長 議案書３ページを御覧ください。 

 議案第２９号豊頃町介護保険条例の一部改正について提案理由を御説明いたしま

す。 

 今回の改正につきましては、消費税の引上げによる増収分を財源とし、所得の少な

い第１号被保険者に対して行われる介護保険料の軽減措置並びに新型コロナウイルス

感染症の影響による介護保険料の減免措置を継続することとして、所要の改正を行う

ものです。 

 それでは、改正内容について、議案説明書３ページ、説明第２号により御説明いた

します。 

 初めに、所得の少ない第１号被保険者の第１段階から第３段階までの区分に該当す

る方の保険料率の軽減措置に規定しております条例第２条第４項におきまして、「令

和２年度」を「令和３年度」に改め、第１段階について規定する同項第１号中、「１

７,５００円」を「１７,４００円」に、第２段階について規定している第２号中、

「２９,１００円」を「２８,９００円」に、第３段階について規定しております第３

号中、「４０,７００円」を「４０,５００円」に改めるものであります。 

 次に、新型コロナウイルス感染症の影響による介護保険料の軽減措置について規定

しております附則第７条中、「令和３年３月３１日」を「令和４年３月３１日」に改

めるものであります。 

 なお、附則として第１条に施行期日を、第２条に保険料率に関する経過措置をそれ

ぞれ規定しております。 

 以上でありますので、よろしく御審議くださるようお願いいたします。 

●藤田議長 説明が終わりました。 

 これから、質疑を行います。質疑はありませんか。 

（ 質 疑 な し ） 

●藤田議長 質疑なしと認めます。 

 これから、討論を行います。討論はありませんか。 

（ 討 論 な し ） 

●藤田議長 討論なしと認めます。 

 これから、議案第２９号を採決します。 
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 お諮りします。 

 本案は、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

（ 異 議 な し ） 

●藤田議長 異議なしと認めます。 

 したがって、議案第２９号は原案のとおり可決されました。 

 

       ◎ 議案第３０号及び議案第３１号 

●藤田議長 日程第１３ 議案第３０号豊頃町立豊頃医院条例の一部改正について、

及び日程第１４ 議案第３１号豊頃町立大津診療所条例の一部改正についての２件を

一括議題とします。 

 議案第３０号及び議案第３１号の２件について、一括して提案理由の説明を求めま

す。 

 下重福祉課長。 

●下重福祉課長 議案書５ページ、議案第３０号豊頃町立豊頃医院条例の一部改正に

ついて、及び議案書７ページ、議案第３１号豊頃町立大津診療所条例の一部改正につ

いて、関連がございますので一括して提案理由の御説明をいたします。 

 今回の改正につきましては、豊頃町立豊頃医院及び大津診療所の管理運営につい

て、指定管理者の制度の導入を図ることができるよう所要の改正を行うものでありま

す。 

 それでは、議案説明書５ページ、説明第３号豊頃町立豊頃医院条例の一部改正につ

いてから御説明いたします。 

 初めに、第３条の見出し及び本則中、「任務」を「目的」に改め、第４条に第３号

として、「その他町長が必要と認める診療科目」を追加し、病床数について規定して

おります第５条を削り、第６条の見出しを「豊頃医院が行う業務」に改め、同条本則

中「診療」を「業務」に改め、同条を第５条とし、第５条の次に第６条として「指定

管理者による管理」について、第７条として「指定管理者の指定手続等」について、

第８条として「指定管理者が行う業務」について、第９条として「指定管理者の責

務」について定めるものであります。 

 次に、第７条を第１０条とし、第８条を「診療日及び診療時間」については「規則

で定める」旨に改め、同条を第１１条とし、「入院及び退院」について規定している

第９条を削り、第１０条を第１２条とし、「委任」について規定している第１１条の

条文整理を行い、同条を第１３条とするものであります。 

 なお、附則として施行期日を公布の日からと定めるものであります。 

 次に、議案説明書７ページ、説明第４号豊頃町立大津診療所条例の一部改正につい
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て御説明いたします。 

 第３条の見出しを「目的」に改めるとともに所要の条文整理を行い、第４条に第３

号として、「その他町長が必要と認める診療科目」を追加し、第５条の見出しを「大

津診療所が行う業務」に改め、同条本則中「診療所」を「大津診療所」に、「診療」

を「業務」に改め、第５条の次に第６条として「指定管理者による管理」について、

第７条として「指定管理者の指定手続等」について、第８条として「指定管理者が行

う業務」について、第９条として「指定管理者の責務」についてを追加し、第６条を

第１０条とし、第７条を「診療日及び診療時間」については「規則で定める」旨に改

め、同条を第１１条とし、第８条を第１２条とし、「委任」について規定している第

９条の条文整理を行い、同条を第１３条とするものであります。 

 なお、附則として施行期日を公布の日からと定めるものであります。 

 以上でありますので、よろしく御審議くださるようお願いいたします。 

●藤田議長 説明が終わりました。 

 議案第３０号豊頃町立豊頃医院条例の一部改正についてを審議します。 

 これから、質疑を行います。質疑はありませんか。 

 １番石田議員。 

●１番石田議員 指定管理者制度による豊頃医院の運営体制について伺いたいと思い

ます。 

 これまでも豊頃医院の運営については、議会も特にこの町の大きな課題だなという

ことで議論をしてまいりました。また、事前に理事者から運営体制についてお話が

あったり協議されたりしてきたわけですけれども、本日ここに指定管理者制度による

議案が提出されておりますことを、もう少し前もって議会のほうにもお話いただけた

らなというふうに今思っております。 

 今年３月５日の定例会の行政報告で、現医院長が本年１０月中を持って退任したい

旨の申出があったと報告され、その後も町民が安心して医療を受けられる体制を確保

するため鋭意努力されてきていると思います。 

 今回の一部改正は、医院の管理運営業務等を指定管理者制度に移行しようとする改

正ですが、１０月までの期間を考えると、現在相手方との交渉が進んでいると思いま

すが、どこまで進行しているのかお伺いしたいと思います。 

●藤田議長 下重福祉課長。 

●下重福祉課長 御答弁申し上げます。 

 現在の段階では、指定管理者となるべく法人並びに個人等を含めまして、数件の交

渉先等に情報提供を求めている段階でございます。 

●藤田議長 石田議員。 
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●１番石田議員 今申し上げたように、１０月までの時期を考えると、まだまだもっ

とお話が進行していなければならないというふうに思いますけれども、町民の命と健

康を守るために一次医療機関から二次医療機関の連携により安心して町民が治療が受

けられるような医療体制の確保に努めていただきたいと思いますし、地域医療として

唯一の豊頃医院の運営に引き続き努力していただきたいと思います。 

●藤田議長 按田町長。 

●按田町長 今、石田議員のお話篤とお伺いいたしました。 

 いずれにしましても、今後調整を早急に進めまして、しかるべき時期が来ましたら

議会へ説明するようしたいと思ってございますので、よろしくお願いいたします。 

●藤田議長 ほかに質疑はありませんか。 

 ６番大崎議員。 

●６番大崎議員 極めて具体的にお聞きしたいと思うのですが、本町において医療体

制についての形態が従来からこのような指定管理者制度というものに移行されます。 

したがって、管内を一つのエリアとして、この指定管理者制度というのはほかの自

治体では何地区ぐらいあるのか、それらについてちょっと参考にお聞きしたいと思い

ます。 

●藤田議長 下重福祉課長。 

●下重福祉課長 答弁申し上げます。 

 管内の状況を正確には調べてございませんが、隣町の池田町の十勝いけだ地域医療

センターにつきましては指定管理制度を導入されているというふうに認識してござい

ます。 

●藤田議長 大崎議員。 

●６番大崎議員 今の説明で分かります、現状はですね。ただし、池田町について

は、これはもう何か月でありません。数年かけてこれだけの地域医療センターの東京

から関東からそれだけの働きかけをして、どうにかクリニックの建屋を改築し新築

し、それらの条件を整えて現状に当たっているというふうに私は理解しています。し

たがって、本町の医療に関わる住民は極めて近間の地域医療センターにお世話になっ

ているということも理解しております。しかし、指定管理者制度ということになりま

すと、それは正直言うと、予算的に従来の本町の医療あるいは関連の予算ではどうな

のかという、まだ明確に私は捉えておりませんけれども、それらについても相当の緊

迫した予算というものと運営費というものが用立てしなければならないのではないの

かなという想定をしているわけです。それらを把握しながら、それらについての体制

を綿密に進行していかないとならないのではないかなというところの大きな問題点と

課題点を申し上げて、執行に当たることに対する考え方を改めて心に銘じていかなけ
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ればならないのではないのかなという感じを取ります。したがって、新しい執行体制

の中で、あと何か月しかありません。そういう体制の中で、ぜひとも慎重に期して進

むための考え方をもう一度、先ほどの石田議員と同じようにお聞きしたいというふう

に思います。町長の考え方です。 

●藤田議長 按田町長。 

●按田町長 お答え申し上げます。 

 医院の経費ですとか、今後につきましては、交渉先ともどうしても別のほうは今の

医師に委託している部分というのを別にしまして、その交渉先にそれぞれその部分を

当てまして、あとどういう形がよろしいのかというところを提案していただきながら

現在話を進めているところでございます。 

 いずれにしましても、かかる経費というのはそんなにかけていられないという部分

と、それと退任する時期というのが迫ってきています。お尻は決まっているというこ

とになってございますので、その後、開設していただく時期というのを逆に言えば逆

算しながらというところもあるものですから、ただいま鋭意取り進めております。 

 そういった意味も含めまして、中身の詳細がもう少し煮詰まりましたら議会のほう

にも御報告しながらというふうに考えてございますので、よろしくお願いいたしま

す。 

 以上です。 

●藤田議長 大崎議員。 

●６番大崎議員 先ほど担当課長から説明ありましたように捉えてないということで

すが、ぜひともその点については管内のを捉えていただきたいというふうに思います

し、それから何ゆえにこのような質問をするかというと、本町においては今までの医

療体制の運営に対してはハード面だとか、あるいはそれらに関連するものについては

オール町の財政で補塡しているわけであります。したがって、看護師さん方のスタッ

フの住まいも当初あったものが今は町民に開放している。そういういきさつから、今

後指定管理者制度をやると、それらのハード面も相当なウエイトを要されるのではな

いかな、要求されるのではないかなということを予測するから、このような質問をさ

せていただいているわけであります。 

 ドクターばかりではありません。ナースばかりではありません。ハード面に対して

も相当な体制を構築してあげないと、準備をしてあげないといけないというところの

感じ、思いが私自身も感じますので、それらについてもぜひともいろいろな角度から

検討をしていただければと、このように思いますので、ひとつもう一言お願いしま

す。 

●藤田議長 按田町長。 
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●按田町長 議員御指摘のとおりだと思います。 

 これまでも医師が何年かして変わっていくような状況があったりですとか、当然最

新の医療というか、そういった部分考えますと、機器も入替えだとか、そういった部

分というのは必要になってくると思います。安定的な病院経営を続けていただくこと

という部分も考慮いたしますと、その辺含めましてしっかりと交渉先と話のほう詰め

ていかなければならないと、そのように思っています。その辺、しっかりと対応して

いきたいと思いますので、よろしくお願いいたします。 

●藤田議長 ほかに質疑はありませんか。 

（ 質 疑 な し ） 

●藤田議長 これで質疑を終わります。 

 これから、討論を行います。討論はありませんか。 

（ 討 論 な し ） 

●藤田議長 討論なしと認めます。 

 これから、議案第３０号を採決します。 

 お諮りします。 

 本案は、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

（ 異 議 な し ） 

●藤田議長 異議なしと認めます。 

 したがって、議案第３０号は原案のとおり可決されました。 

 議案第３１号豊頃町立大津診療所条例の一部改正についてを審議します。 

 これから、質疑を行います。質疑はありませんか。 

（ 質 疑 な し ） 

●藤田議長 質疑なしと認めます。 

 これから、討論を行います。討論はありませんか。 

（ 討 論 な し ） 

●藤田議長 討論なしと認めます。 

 これから、議案第３１号を採決します。 

 お諮りします。 

 本案は、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

（ 異 議 な し ） 

●藤田議長 異議なしと認めます。 

 したがって、議案第３１号は原案のとおり可決されました。 

 

       ◎ 議案第３２号 
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●藤田議長 日程第１５ 議案第３２号物品の取得についてを議題とします。 

 本案について、提案理由の説明を求めます。 

 渡辺住民課長。 

●渡辺住民課長 議案第３２号物品の取得についてを御説明申し上げます。 

 このたび、次のとおり物品を取得することについて、豊頃町議会の議決に付すべき

契約及び財産の取得又は処分に関する条例第３条の規定により、予定価格が７００万

円以上であることから議会の議決を求めるものであります。 

 １、取得する物品名及び数量、除雪ドーザ１台。 

 ２、取得の目的、除雪ドーザの購入。 

 ３、契約の金額、２,４８６万円、うち消費税等相当額２２６万円。 

 ４、契約の方法、指名競争入札であり、５月２７日に執行しております。 

 ５、契約の相手方、帯広市西２４条北１丁目３番地４、コマツ道東株式会社帯広支

店、支店長、山口英明。 

 ６、納入期限につきましては、令和３年１１月３０日までとなっております。 

 以上でありますので、よろしく御審議くださるようお願いいたします。 

●藤田議長 説明が終わりました。 

 これから、質疑を行います。質疑はありませんか。 

（ 質 疑 な し ） 

●藤田議長 質疑なしと認めます。 

 これから、討論を行います。討論はありませんか。 

（ 討 論 な し ） 

●藤田議長 討論なしと認めます。 

 これから、議案第３２号を採決します。 

 お諮りします。 

 本案は、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

（ 異 議 な し ） 

●藤田議長 異議なしと認めます。 

 したがって、議案第３２号は、原案のとおり可決されました。 

 ３時１５分まで暫時休憩いたします。 

午後 ３時０４分 休憩 

午後 ３時１５分 再開 

●藤田議長 休憩前に引き続き、会議を進めます。 

 

       ◎ 同意案第４号 
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●藤田議長 日程第１６ 同意案第４号豊頃町副町長の選任についてを議題としま

す。 

 本件について、提出者の説明を求めます。 

 按田町長。 

●按田町長 同意案第４号豊頃町副町長の選任についてでございます。 

 本案につきましては、現副町長の菅原裕一氏が令和３年６月１９日で任期満了とな

りますことから、同氏を再任いたしたく地方自治法の規定に基づき同意を求めるもの

であります。 

 任期につきましては、令和３年６月２０日から令和７年６月１９日までといたしま

す。 

 よろしく御審議くださるようお願い申し上げます。 

●藤田議長 説明が終わりました。 

 これから、質疑を行います。質疑はありませんか。 

（ 質 疑 な し ） 

●藤田議長 質疑なしと認めます。 

 お諮りします。 

 本件は、人事案件につき、討論を省略したいと思います。 

 御異議ありませんか。 

（ 異 議 な し ） 

●藤田議長 異議なしと認めます。 

 したがって、本件については討論を省略することに決定しました。 

 これから、同意案第４号を採決します。 

 この採決は無記名投票で行います。 

 議場の出入口を閉鎖します。 

 暫時休憩します。 

（ 議 場 閉 鎖 ） 

午後 ３時１６分 休憩 

午後 ３時１７分 再開 

●藤田議長 再開します。 

 ただいまの出席議員は９名です。なお、本同意案は一般議事に当たるため、議長を

除く８名による投票となります。 

 次に、立会人を指名します。 

 会議規則第３２条第２項の規定によって、立会人に１番石田貢議員、２番小笠原茂

人議員を指名します。 
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 投票用紙を配ります。 

（ 投票用紙の配付 ） 

●藤田議長 念のため申し上げます。 

 本件に賛成の方は「賛成」と、反対の方は「反対」と記載願います。 

 なお、賛否を表明しない票及び賛否が明らかでない票については、会議規則第８４

条の規定によって、反対とみなす取扱いをします。 

 投票用紙の配付漏れはありませんか。 

（ 配付漏れなし ） 

●藤田議長 配付漏れなしと認めます。 

 投票箱を点検します。 

（ 投票箱の点検 ） 

●藤田議長 異常なしと認めます。 

 ただいまから投票を行います。 

 議会事務局長から議席番号と氏名を読み上げますので、投票記載所において投票用

紙に賛成、反対を記載の上、順番に投票願います。 

●山田事務局長 投票順を申し上げます。 

 １番石田貢議員。２番小笠原茂人議員。３番坂口尚示議員。４番岩井明議員。５番

杉野好行議員。６番大崎英樹議員。７番大谷友則議員。８番中村純也議員。 

●藤田議長 投票漏れはありませんか。 

（ 投票漏れなし ） 

●藤田議長 投票漏れなしと認めます。 

 これで投票を終わります。 

 これから、開票を行います。 

 石田貢議員、小笠原茂人議員は、開票の立会いをお願いします。 

（ 石田貢議員、小笠原茂人議員が開票の立会いを行う ） 

（ 開  票 ） 

●藤田議長 投票の結果を報告します。 

 投票総数８票。有効投票数８票。無効投票数ゼロ票。有効投票のうち、賛成７票、

反対１票。 

 以上のとおり、賛成票が多数です。 

 したがって、同意案第４号は同意することに決定しました。 

 議場の出入口を開きます。 

（ 議場出入口の開錠 ） 

 



－ 66 － 

       ◎ 陳情の委員会付託 

●藤田議長 日程第１７ 陳情の委員会付託を行います。 

 本日までに受理した陳情は、お手元に配付しました陳情文書表のとおりです。 

 陳情文書表を職員に朗読させます。 

 山田事務局長。 

●山田事務局長 陳情文書表。 

 受理番号３。 

 受理年月日、令和３年５月７日。 

 件名、地方財政の充実・強化に関する陳情。 

 陳情者の住所及び氏名、豊頃町茂岩本町１２５番地、連合北海道豊頃地区連合会会

長 川崎勝巳。 

 付託委員会、総務文教常任委員会。 

 受理番号４。 

 受理年月日、令和３年５月７日。 

 件名、義務教育費国庫負担制度堅持・負担率１/２への復元、「３０人以下学級」

など教育予算確保・拡充と就学保障の実現に向けた陳情。 

 陳情者の住所及び氏名、豊頃町茂岩本町１２５番地、連合北海道豊頃地区連合会会

長 川崎勝巳。 

 付託委員会、総務文教常任委員会。 

 受理番号５。 

 受理年月日、令和３年５月７日。 

 件名、２０２１年度北海道最低賃金改正等に関する陳情。 

 陳情者の住所及び氏名、豊頃町茂岩本町１２５番地、連合北海道豊頃地区連合会会

長 川崎勝巳。 

 付託委員会、産業厚生常任委員会。 

 以上です。 

●藤田議長 ただいま朗読しました陳情については、陳情文書表のとおり所管の常任

委員会に付託し審査することとします。 

 

       ◎ 休会の議決 

●藤田議長 日程第１８ 休会の議決の件を議題とします。 

 お諮りします。 

 議事の都合により、６月１０日から同月１６日までの７日間、休会としたいと思い

ます。 
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 御異議ありませんか。 

（ 異 議 な し ） 

●藤田議長 異議なしと認めます。 

 したがって、６月１０日から同月１６日までの７日間、休会とすることに決定しま

した。 

 

       ◎ 副町長再任挨拶 

●藤田議長 次に、先ほど副町長に選任同意されました菅原副町長から、特に発言を

求められておりますので、これを許します。 

 菅原副町長。 

●菅原副町長 議長のお許しを頂きましたので、御挨拶をさせていただきます。 

 ただいま副町長の選任につきまして、御同意を賜り誠にありがとうございます。 

 ２期目の重責として、改めて職責の重大さを痛感し、決意を新たにしております。 

私は豊頃の町民としていただいてから４５年になりました。スタートは大津でお世話

になり、地域の皆様から十勝川の河口、河口から豊頃十勝を展望するという大切な見

方を教えていただき、今も感謝の気持ちであります。また、町職員として今日まで報

徳のおしえが導く暮らしの在り方を学ばせていただき、安心・安全なまちづくりの職

務遂行においては、親切に、公平に与えられた役割を果たせるよう努めてまいりまし

た。 

 私はもとより微力であります。宮口町政を引き継ぎ発展させる按田町長の基本姿勢

は、まず町民の皆さんと話をしてみる。そして、気持ちを一つに前進するということ

であります。一人一人を大切に、「やさしさと躍動のふれ愛タウン」実現を目指す按

田町長の補佐役として、誠心誠意全力を尽くします。このため、職員が一丸となり、

知恵を出し合い、その力が最大限発揮できるよう環境を整え、豊頃町の継続・発展の

ため努めてまいります。 

 今後とも町民の皆様はじめ議員各位の御指導、御鞭撻を賜りますよう心からお願い

申し上げまして御挨拶とさせていただきます。どうぞよろしくお願いいたします。 

 

       ◎ 散会宣告 

●藤田議長 以上で、本日の日程は全て終了しました。 

 本日は、これで散会します。 

午後 ３時３６分 散会 
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 上記会議の次第は、議会事務局長 山 田 良 則 の記載したものであるが、そ

の内容の正確であることを証するため、ここに署名する。 
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   署名議員 

 

 

 

   署名議員 

 

 


